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序 文

七軒横穴群 の調査報告 を， 矢 吹町文化財調 査報告第6集 と して刊

行す ることにな りました。

この横穴群 は，昭和55年7月 に山林を畑 に造成する工事 中 に発見

され ました。 ち ょうど泉崎村 との町村境 にあた り，国指定 史跡 泉崎

壁画古墳の東方 に位置 してい ます。 このふ たつ の横穴群 は， 地形的

にはひとつの丘陵 に立地 し，周 辺 には大 きな横穴群が存 在 していた

と推定 されます。

今回の調 査 によ り，約1300年 前の祖先 の具体 的な営みを示 す遺構

や遺物が出土 し，矢吹町の歴史 の一端が明 らか となりま した。わた

したちは， こう した文化財を記 録 にとどめ， 町民の皆さま と ともに

か けがえのな い文化財を守 りそ だててい きた い と思います。

この報告書が ，郷土史の研究 資料 として広 くご活用いた だ ければ

幸 いに存 じます。

なお調査 にさい しま して は，福 島県教育 委 員会 ・福島県 文化セ ン

ターをは じめ， 関係各位か ら数 々のご協力を うけま した。 篤 く感謝

申 し上 げます。

昭和58年3月31日

矢 吹 町 教 育 委 員 会

教育長職務代理者 大 沼 重 一



例 言

1こ の報告書は，福島県西白河郡矢吹町大字松倉字七軒に所在する横穴群の発掘調査成

果である。

2付 章1は ，近接する泉崎村泉崎横穴群に関する資料を掲載 した。泉崎横穴群に関する

全般的な資料は，福島県文化センター歴史資料課に寄託された岩越二郎文書によ った。

また東京国立博物館と泉崎中央公民館が保管する遺物もあわせて掲載した。

3付 章2は ，県南地方の横穴から出土 した鉄刀を集成 した。

4七 軒横穴群の発掘調査は，矢吹町教育委員会が主体となり，目黒吉明を調査担当者とし

て実施 した。調査には，高橋信一，福島雅儀が加わった。

5報 告書の作成は，福島が行い，伊藤登茂が補助をした。

6独 文抄訳は，福島の原稿をもとに，神崎一昌が作成した。

7七 軒横穴群から出土した遺物は，矢吹町教育委員会がすべて保管している。

8報 告書の作成にあたっては，各方面から教示と協力を受けた。ここにその芳名を明記

し，深 く感謝の意を表したい。ことに白石太一郎先生にお世話になった。

穴沢 〓光 石野 博信 石本 弘 岡田 文男 加藤 謙

神崎 一昌 鈴鹿 良一 関 秀夫 高橋美久二 玉川 一郎

千賀 久 坪之内 轍 寺島 文隆 永山 倉造 中井 公

丹羽 茂 根本 信孝 藤田 定興 望月 幹夫 山田 邦和

泉崎中央公民館 ・橿原考古学研究所 ・京都市埋蔵文化財研究所 ・国立歴史民族博物館

須賀川市教育委員会 ・白河市教育委員会 ・東京国立博物館 ・同志社大学考古学研究室

福島県教育委員会 ・福島県文化センター歴史資料館
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第1章 七 軒横穴 群

第1章 序 説

1節 七 軒 横 穴 群 の位 置 と環 境

位 置 七軒横穴群は，福島県西白河郡矢吹町大字松倉字七軒 に所在 する。矢吹町

の行政区では南端にあた り，泉崎村 との町村境に位置 してい る。国鉄東北本 線矢吹駅か ら

南へ約7km， 泉崎駅か ら泉川 に沿って東方へ2kmの 地点であ る。

福 島県は東北地方の最南端 に位置 し，北海道 ・岩手県に次 いで全国3位 の面積を有 して

い る。それを南北 に縦走する阿武隈山地 ，奥羽山脈によ って三地域に区分 し，一般に東か

ら浜通 り，中通り，会津 と呼んでいる。 さらに中通りを北か ら県北，県中，県南と分けて

いる。矢吹町は県南地方の中央 に位置す る 。

地 形 県南地方の地形は，阿武隈 山地 ・八溝山地 ・奥羽山脈の 山間部 と，それに

囲 まれた盆地状の低地 に大別 され る。 この うち矢吹町 は，阿武隈川上流域の盆地部に位置
なめかたはら

し，福島県内で も台地 と丘陵の発達 した地域である。と くにかつて行方原 と呼 ばれた矢吹

ケ原は ，盆地の中央 に立地 し，河川によ る浸蝕 も少な く須賀川市か ら白河市 ・中島村 にか

けて平坦な台地が続 いている。台地の中央部では所々に島状に残 る丘陵や小規模な湿地が

散在す るものの，大 きな地形的変化はみ られ ない。縁辺部 では，東と南を阿武隈川，西を

釈迦堂川 とその支流によ り浸蝕 され，河岸段丘 と氾濫原 を形成 している。

阿武隈川の東岸か ら山地にかけては ，丘 陵を樹枝状 に開析 して西流する小河川が発達 し，

定高性の残丘と河谷平野がからみあった複雑 な地形 を呈 して いる。矢吹 ケ原 の西側は，奥

羽山脈 か ら東流す る釈迦堂川 ・広戸川 ・隈 戸川などにより丘陵が開析されて ，残丘が細長

く帯状 に平列 して伸びて いる。またその間には小規模な河岸段丘と氾濫原 がみ られる。

地 質 この地域 の基盤は，盛 岡 ・白河構造線にそ った断裂運動によ る火山活動に

よ って形成 されたグ リーンタフ層である。約2500万 年前の新第三紀初 頭 の 地 層である。

その上に約200万 年前の鮮新世末期か ら，約110万 年前の更新世初期にかけて，火山の噴

火 によ って形成され た火砕流堆積物 が厚 く覆 っている。 この地層は鈴木 敬治 （鈴木 ：1968）

によ って3層 に区分 され，上位か らDI層 ・DII層 ・DIII層 と呼ばれてい る。DI層 は，角
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閃 石輝石 と高温石英粒 を多 く含むやや熔結度の弱い凝灰岩 である。この地層には横穴が数多

く造 られている。DII層 は，熔結度の高 い石英安山岩質熔結凝灰岩である。パ ミス ・黒色

火山 ガラスが レンズ状に含まれている特徴がある。この岩石 は，須賀川石 ・三城 目石とし

て 広 く利用され，また古代 において も横 穴式石室の石材 と して用い られて いた 。しかしこ

の 地層を掘 り込んで ，横穴はほとんど造 られていない。DIII層 は，熔結度 の弱い砕物状の

凝灰 岩である。磁鉄鉱 ・赤鉄鉱 を多量に含むが角閃石は含 まれていない。この地層 は，盆

地部 の地表ではほとん どみ られない。またDI層 ・DII層 ・DIII層の間には，不 整合 面 を

は さんで シル ト・砂 ・礫層が間層と して堆積 し，これ らの火砕流堆積物が長 い時間 をかけ

て形 成 されたことを示 している。

矢吹 ケ原の丘陵部は ，この火砕流堆積物 の上に白河 ローム層 （鈴木 ：1968）と呼ばれる降

下 火 山灰 によって直接覆われている。これ に対 して台地部で は，DI層 の上 に郡山層 と呼

ばれ る泥 ・砂 ・礫などが互層 に堆積 し， ラミナの発達 した水成堆積物が覆 い，その上に白

河 ローム層が堆積 している。このことか ら台地部はある時期 には，湖とな って いたことを

示 して いる。白河 ローム層 は，上位か らA層 ・B層 ・C1層 ・C2層 ・D層 の5層 に区分 さ

れ て いる。A層 は沖積世 ，B層 はウル ム氷期，C1・C2層 は リス ・ウルム間氷期 に降灰した

と推 定 されている。 また阿武隈山地西縁丘陵地帯では古期花崗閃緑岩体を基盤 とし，上部

はその風化土や白河 ローム層に覆われてい る。

気 候 矢吹町は，東西を山地 に囲 まれているために 日較差 ・年較差が大 きく，降

水量 も少 ない内陸性気候である。1年 の平均気温は11 ．5度であるが ，寒暖の 日数をみると

夏 日は80日 前後 ，真夏 日は20日 前後 あり，冬 日は130日 である。しか し真冬 日はほとん

どない 。つまり夏は比較的短 く，冬はあま り寒 くはないが かな り長い。

次 に植生をみると，気候 を反映 して落葉広葉樹を主体 とする温帯林に属 して いる。矢吹

ケ原の 中央部に位置する諏訪 山保安林で は，コナ ラ・シデ ・ミズケラなどが繁茂 している。

さらに，地質的影響を受けて酸性度の高 い土地や人の手が加え られたところで は，アカマ

ツ林がみ られる。したが って，カシ ・シイな どの常緑広 葉樹 が主体 となる関東地方や西日

本 な どと較べると，やや気候的には寒 い地方 ということができる。

以 上述べた地形 ・地質 ・気候は，現代のわれわれの生活 ・風土を構成す る重要な要素で

あるが ，過去の人 々とも同様に密接に結 びついていたはずである。
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第1章 七軒横 穴 群

2節 七 軒 横 穴群 と歴 史 的環 境

県南地方の考 古学的研究は，岩越二郎 ・藤田定一 ・首藤保之助などによって古 くか ら積

極 的に進められた 。その結果，県 内で もかなり詳細 に遺跡が把握され ている地域である 。

また近年では，国営農地総合開発 に ともなう調査によ って，遺跡の具体 的内容が明 らかに

されつつある。 ここではこれらの研 究や調査の成果をふ まえて，主 として古墳時代後期を

中心 としたこの地方 の歴史的環境 を概観 してみたい。

旧石器時代 この時代の遺跡 は，阿武隈川 とその支 流を臨む 河 岸段 丘 や丘陵の縁辺部

に主 として分布 している。鏡石町成田遺跡 ・東村谷地前C遺 跡 ・石川町上悪戸遺跡 ・同薬

師堂遺跡などが代表 的な遺跡であ る。このうち上悪戸遺跡では，脈石英を素材 として ，ナ

イ フ形石器 ・ドリル ・スクレイパ ー ・石核 ・フレークなどが 出土 して いる。これ らの石

器 の製作技 法 に は ，石刃剥離技 法 はみ られず ，石 器 は定形的な ものは少 ない。 この な

かで ナイフ形石器 は縦長の剥片を用 い，打撃点側 の側縁 に刃潰 しを加え基部調整を行 った

小 さなナイフで あ る。他の石器 も剥片 を用いた ものや，軽い二次調整を加えたものである。

したが って，ナイ フ形石器文化のな かで も比較的古い時期であろう。

成 田遺跡では，頁岩を用 いて石刃技法 により製作 されたナイフ形石器が 出土 し，成 田型

刃器 の標式遺跡 とな っている。このの ちナイフ形石器 の文化は，谷地前C遺 跡を経て薬師

堂遺跡へと続いてい る。薬師堂遺跡で は新たに細石刃 が出現する。 しか しこの時代の遺構

は いまだに検出 されていない。

縄 文 時 代 最後 の氷河期が終 った1万 年前ころになると気候は温暖 にな り，それ とと

もに新 しい文化 が生みだ された。つま り縄文時代を特徴づける土器の 出現 である。また石

器 も磨製石器や石鏃な どが作 られ多様化す る。その結果人々の生活空 間は拡大 し，遺跡 は

阿 武隈川流域か ら山間部まで分布 するよ うになり， さ らに規模 も大 き くなる。

この時代の代 表的 な遺跡として，天栄村二木松遺跡 ・同桑名邸遺跡，矢吹町下荒具遺跡 ，

石 川町上森屋段 遺跡 ・同七郎内C遺 跡 などがある。しか し県南地方 の縄 文時代の遺跡 は，

発 掘調査の行われ た例 は少ないために十分な資料の蓄積 は得 られていない。

縄 文早期の遺跡で は，上森屋段遺 跡か ら大畑G式 にともなう竪穴住 居跡が検出され ，石
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川町上悪戸遺跡では茅山下層 式の土器を ともな う円筒形 の土坑が検 出されてい る。中期の

例では，七郎内C遺 跡か ら竪穴式住居跡や土 坑が検 出され ，そ れ とと もに多 量 の土器 と

石器などが出土 している。後 晩期の遺跡は，それまでの丘陵部か ら河川に近 い低位 の段丘

面に進 出する遺跡が多 くな る。須賀川市洞川 岸A遺 跡や同 －斗内遺跡などがその代表的な

遺跡で ある。いずれの遺跡か らも埋設土器が検 出され，再葬 墓 と推定される遺構 である。

弥 生 時 代 この時代 は，稲作を中心 と した農耕 と金属器 を用 いた文化が 日本 列島に出

現 した時代 であ る。まず西 日本に波及 し，縄文 文化の伝 統 の強 い東 日本ではやや遅れて

伝 えられ た。県南地方では， 白河市天王山遺跡 ，須賀川市弥六内遺跡，石川町鳥 内遺跡，

泉崎村踏瀬大山遺跡などがあ る。

天王山遺跡 は，丘陵の頂部に位置 し，周囲の水田面 とは比高差80mを 測る特異 な立地条

件 にあ る。遺 跡か らは正置 され た土器が まとまって出土 したが，住居跡な どは検 出され

なか った 。土器のなかには， クリ ・クル ミな どとともにコメが納 め られていた 。また碧玉

製管玉など も出土 し，新 しい文化がこの地方に定着 しつつあ るこ とを示 して いる。また葬

制をみる と，鳥 内遺跡では縄 文時代から続 く再葬墓が造 られて いたが，後期の弥六内遺跡

では近畿地方 に起源を もつ方形周溝墓が出現 している。

しか し土器 は縄文や工字文 などで装飾され，縄文文化の伝統を強 く残 している 。さらに

金属器 は県南地方の遺跡 か らはまったく出土 せず，西日本の弥生 文化 とは内容的 に大きく

異なって いる。

古 墳 時 代 この時代の遺 跡は，一般の集落跡のほかに墳丘 を有する古墳や凝灰 岩を掘

り込んで造 った横穴が出現 す る。遺跡は主 と して阿武隈川とその支流を臨む河岸段丘上 に

集中 して いる。古墳時代前 期の遺跡は，白河市中島遺跡，同道 南遺跡などの集落跡 や，須

賀川市雷古墳群などの古墳 がわずかばか り確認 されているにす ぎない。中期 も同様 である

が，祭祀 遺跡 として表郷村建鉾 山遺跡が知 られ る。

後期にな ると集落跡 は比較 的多 くなり，古墳 もその数を増す 。東村佐平林遺跡 ，天栄村

舞台遺跡 などがこの時期の代 表的な集落跡であ る。いずれも河川 を臨む河岸段丘の突端に

立地 してい る。住居跡は竪穴住居のみで構成 され，平面形は方形 を呈 し主柱穴や貯蔵穴 ・

カマ ドなどの内部施設が整然 と配置されてい る。古墳 は河 川 に沿 った丘陵や 台地の上に

築かれると ともに，須賀川市早稲田古墳群 のよ うに自然堤防まで進 出する。
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第1章 七 軒 横穴 群

第1図 七軒 ・泉崎横穴群 とその周辺の古墳 ・横穴
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表1七 軒 ・泉崎横穴群とその周辺の古墳 ・横穴一覧表

番 号 遺 跡 名 所 在 地 登 録番 号

1七 軒 ・泉崎横穴群 西白河郡矢吹町松倉字七軒

西白河郡泉崎村泉崎字上陣場 ・白石山

2西 後古墳 西白河郡矢吹町字西後30－496

3滝 原山古墳 西白河郡泉崎村踏瀬字滝原山30－390

4観 音山古墳群 西白河郡泉崎村踏瀬字観音山30－392

5行 人山横穴 西白河郡泉崎村踏瀬字下滝山30－396

6観 音山横穴群 西白河郡泉崎村踏瀬字観音山30－397

7踏 瀬長峯古墳 西白河郡泉崎村踏瀬字長峯30－407

8踏 瀬大山東古墳 西白河郡泉崎村踏瀬字大山30－406

9二 ツ坂山古墳群 西白河郡泉崎村太田川字池ノ入30－408

10原 山古墳 西白河郡泉崎村太田川字原山30－411

11蝦 夷塚古墳群 西白河郡泉崎村原山字蝦夷塚30－412

12山 ノ神山古墳群 西白河郡泉崎村泉崎字山ノ神山30－413

13山 崎山古墳群 西白河郡泉崎村泉崎字山崎山30－415

14念 仏塚古墳群 西白河郡泉崎村泉崎字坊主山 ・山ノ神山30－414

15鳥 子山古墳 西白河郡泉崎村泉崎字鳥子山38－12

16日 渡山古墳 西白河郡泉崎村泉崎字日渡山38－19

17小 林山古墳群 西白河郡泉崎村泉崎字小林山38－17

18都 橋四ツ塚古墳 西白河郡泉崎村泉崎字四ツ塚38－24

19東 山古墳 西白河郡泉崎村北平山字新田東山38－77

20寺 後古墳群 西白河郡泉崎村北平山字寺後38－78

21庚 申山古墳 西白河郡泉崎村北平山字庚申山38－82

22石 塚古墳 西白河郡泉崎村大字関和久字石塚38－99

23泉 崎谷地久保古墳 西白河郡泉崎村泉崎字谷地久保38－23

24芦 ノ口谷地久保古墳 白河市芦ノ口字谷地久保38－44

25的 石山横穴群 白河市芦ノ口字的石山38－45

26下 総塚古墳群 白河市舟田字中道38－66

27田 島銀蔵古墳群 白河市田島字銀蔵38－67

28愛 宕塚古墳 白河市借宿38－68

29舟 田恋田横穴 白河市舟田字恋田38－73

30白 旗古墳 白河市借宿字白旗38－71

31大 和田石山古墳 白河市久田野字大和田38－35

32久 田野古墳群 白河市久田野字久田野38－42

33狐 っ子横穴群 白河市桜岡字狐っ子山38－39

34細 入山横穴群 白河市久田野字細入山38－48

35阿 弥陀前横穴 白河市大字久保字久保 ・阿弥陀前38－46

36久 保横穴群 白河市大字久保字久保38－47

37久 保前古墳 白河市大字久保字久保前38－51

38三 年立横穴群 白河市久田野字三年立東38－55

39六 本木古墳 白河市大字双石字六本木38－61

40関 和久遺跡 西白河郡泉崎村大字関和久
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第1章 七 軒横 穴群

泉崎村原山1号 墳 か らは，多様な器材埴輪や，さまざまの動作 をした人物 ・動物埴輪が

出土 して い る。 これ らは6世 紀の風俗や生活を知るうえで貴重な資料 とな っている。天

栄村竜 ケ塚古墳は，釈 迦堂川の低位段丘面 に立地する全長35mの 前方後 円墳 である。県南

地方で は大型の古墳 であ る。この二つの古墳の内部主体 は不明であるが ，同 時期の古墳で

は板石を用いた箱式石棺 が本棺直葬 とともに主流 となる。須賀 川市仏坊古墳群や2図 に示

した田島銀蔵古墳 はその例 であ る。

横穴式石室がこの地域 に導入される時期 は，6世 紀末か ら7世 期初頭 と推 定 され，須賀

川市大塚古墳や白河市下総 塚古墳（3図）などがあげられ る。石 材 は石英安 山 岩 質熔結凝

灰岩 の割石である。これ に続 く横穴式石 室を有する古墳は，矢吹町では鬼穴 古墳や谷中古

墳が ある。また石川町悪戸古墳群 もこれと前後する時期が想 定 される。悪戸古 墳群では，

石材 に花崗岩の自然石が用 いられていた。

他方 ，凝灰岩に掘 られ た横穴 もこれとほぼ併

行 して出現 し，白河市観音山横穴群や同郭 内横

穴群 などの造営が開始 され る。横穴は横 穴式石

室 を内部主体 とす る古墳 と競合 して，中通 りの

各地 にいわゆる群集墳 を成 立 させ る。 しか し

横穴式 石室 を内部主体 とす る古墳が中通 り全域

に分布す るのに対 して，横穴は主に石英安 山岩

質熔結凝灰岩地帯 と重な り，須賀川市 より南の

地域 に大 きく偏 って分布 している。

県 南 地方 では7世 紀 後半になると横穴が盛

行 し，横穴式石室を内部主体 とする古墳は少 な

くな る。たとえば，東村笊 内古墳群では造営が

開 始 され る初期には横穴式石室を内部主体 とす

る古 墳 と横穴が併行 して造 られていたが ，やが

て横 穴だけが造 られ るよ うになる。しか しこの

時期 で も有力な首長の古 墳には横穴式石室が造

られた と考えられ，須賀川市蝦夷穴古墳や玉川 第2図 田島銀蔵古墳石棺実測図
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村宮の前古墳が単独で

造 られて いる。蝦夷穴

古墳の横穴式石室は，

全長11m， 高 さ3mを

測 り，東北地方で最大

の規模 を誇 る。石材 に

は，石英安 山岩質熔結

凝灰岩 の切石が用い ら

れていた。

宮の前古墳の墳丘 は

それほど大 きくはない

が，内部主体 は石英安

山岩質熔結凝灰岩をブ

ロック状 の切石 とした

石材を用 いて組み合わ

せた整 美な横穴式石室

で ある。側壁 は垂直に積み上げ られ ，玄室 と羨道を区画す る玄門が設けられ ている。形態

的 には栃木県壬生 町車塚古墳と類似 して いる。

律 令 時 代8世 紀 になると，県南地方で も白河市借宿 廃寺，須賀川市上人壇廃寺など

の寺院や，泉崎村 関和 久遺跡といった官衙が出現し，考 古学的な時代のメルクマールは，

古墳か ら寺院 ・官衙 へ転換する。それ と前後 して集落の数 も急激 に増加 し，古墳時代 には

分 布 しなかった台地 の中央部や山間部の奥地までも，遺 跡が確認 されている。

関和久遺跡では，礎 石を有す る建物跡や掘立柱建物跡 が整 然 と配置され ，さらにそれを

囲む大溝が検出 されて いる。また焼籾や瓦 なども出土 してい ることか ら，古代 白河郡の郡

衙跡 として考え られてい る。この遺跡の東方には白河軍 団跡 と推定 されて いる上町遺跡が

あ り，阿武隈川を隔てた南側 には借宿廃寺が位置 している。これ らをあわせ た官衙群 は，

地理的には東山道方面 における陸奥国の入口にあた り，白河関 とともに律令政府の重要な

拠点のひ とつ と考 え られる。

第3図 下総塚古 墳 石 室実 測図
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一方 この時代の集落 の内部では，新た に掘立柱建物が 出現する。それに ともなって従来

の竪穴住居跡は規模 が小 さくなり各施設 も退化 ・消失 し，最終的にはカマ ドのみが取 り付

け られた構造 となる 。また出土 した遺物 をみると，鉄 を中心 とする金 属器が増加 し，土器

で も須恵器の割合が増 えるとともに，土師器にもロク ロが用 いられるよ うにな る。その結

果，古墳時代の集落 とは大 きく異な った様相を呈 して くる。この現象は単 に官衙が造 られ

たのみではな く，律令 体制が一般集落 の次元にまで浸透 したことを示 して いよう。

また古墳 はこのような変化とは逆 に急速に造 られな くな る。横穴式石室 を内部主体 とす

る古墳では，関和 久遺跡の西北に位置 す る芦ノ口谷地久保古墳がその最終 末の古墳であろ

う。 この古墳は急 峻な谷の中程に立地 し，従来の古墳 とは立地条件が大 き く異なっている。

主体部は石英安山岩質熔結凝灰岩を用 いた ブロック状 の切石を組み合わせ た構造である。

規模は宮の前古墳 と較べると著しく小 さ くなり， もはや屍体 を伸展 させ た状 態で葬 ることは

で きない大きさで ある。同様 な現象は横 穴にもみられ ，それまでの整 った形 態から単 なる

屍体 を納めるだけの穴 とな り，やが て消滅する。副葬品 も7世 紀代の横穴 では刀や馬具な

どが比較的多量 に埋納 されていたが，8世 紀代の横穴ではほとんどみ られ な くなる。この

複次葬から単次葬へ移行 しそれ とと もに副葬品が乏 しくな るという現象 は ，近畿地方で は

律令体制が成立す る直前の7世 紀前 半か ら中頃にか けて認め られる過程 であ り，律令体制

と古墳の終末には密接 な関係があるこ とを示している。

律 令体制を象徴 する関和久遺跡は，発掘調査によって11世 紀まで存在 していたことが明

らかに されているが ，それ以降の状 況は不明である。また県南地方の各 地 に見 られた集落

も，ほぼこの頃を前後す る時期に廃 絶 している。この後 は，中世に造 られた館跡や墓地跡

な どが主な遺跡 と して確認 されてい るが，集落跡などについては考古学 的 な調査は全 く及

んで いない。

以上，発掘調査の行われた遺跡を中心 として，県南地方 の歴史的環境 につ いて述べた。

この結果，各時代 を通 して遺跡はお もに阿武隈川とその支流 にそって分布 し，特別な場合

を除 いてこの立地条件を離れることはなか った。その中 でも古墳時代後 期か ら律令時代に

か けての主要な遺跡 は，釈迦堂川 と阿武隈川が合流す る須賀川市付近 と，釈迦堂川の支 流

隈 戸川 と阿武隈川が最 も接近 した関和久遺跡の周辺 に集 中 している。この地区は，県南 地

方 のなかで も比較 的大 きな沖積平野が発達 した豊かな地域 である。
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第2章 七 軒 横 穴 群 の 調 査 経 過

1節 調査に至 る経過と調査組織

調 査 に 至 る 経 過

1980年8月 ，矢吹町七軒の土取 り場か ら，横穴 らしい遺構が出土 したとい う連絡が矢吹

町教育委員会にもた らされ た。そこで町当局 は，文化財担当の星圭之助を現地に派遣 して

その状況を把握 し，横穴で あることを確認 した 。また福 島県教育委員会 にその旨を報告 し，

指導 と指示を仰 ぐとともに，とりあえず横穴 の位置を明示 して埋め戻 し，後の調 査に備え

る緊急処置を行 った。

今回発見 された横穴は，壁画横穴として名高い泉崎横穴か ら東方へ80mの 地点 に位置

する ことか ら，関係各機 関で検討を重ねた。その結果 ，考古学的 な調査を実 施す るという

結論に達 した。またこの横穴群を小字名か ら七軒横穴群と名付 けた。

調 査 組 織

七軒横 穴群 の調査 にさい しては，以下の調査 組織を編成 した 。

調 査 主 体 矢 吹 町 教 育 委 員 会

調査担 当者 目黒 吉明 （福島県文化センター遺跡調査課 課長）

調 査 員 高橋 信一 （福島県文化センター遺跡調査課 文化財主事）

福島 雅儀（福島県文化センター遺跡調査課 文化財主事）

事 務 局 矢 吹 町 教 育 委 員 会

教 育 長 酒井 正敏 （昭和57年9月30日 退職）

教育次長 大沼 重一 （昭和57年10月1日 より教育長職務代理者）

社会教育係 係 長 星 圭之助 （昭和57年3月31日 まで）

社会教育
係 係 長 小板橋孝助 （昭和57年4月1日 か ら）

主 査 兼
社教主事 長岐 敬一 （七軒横穴発掘事務担当）

主 査 須藤 栄美
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第2章 七軒 横 穴群

2節 発 掘調 査 と報告 書 の 作 成

発 掘 調 査

七軒横穴群の発掘調査は ，昭和56年3月13日 か ら同年3月27日 にかけて行 った。 し

か し各 調査 員は公 務 のため平日に作業 は行 えず，調査は土曜 日と休 日にかぎ られた。

3月13日 発掘調査 を開始する。横穴 の位置を示す杭を中心に発掘区 を設定 し，重機

を導入 して盛土を取 り除 く。現地表下 を約1m掘 り下げ，以下は人力で作業

を進める。午後になり横穴 の遺構を確認する。前庭部 と天井部 は完全に失わ

れ，玄室の床 面も大 きく損なわれていた。1号 横穴 と名付ける。この横穴の

西方2mの 地点に新 たな横 穴を確認 した。2号 横 穴と名付 ける。

また土取 り工事を行 った中島村近藤工務店へ行き，横穴か ら出土 した遺物

を もらいうけ た。鉄刀4振 ，刀 子2口 ，須恵器1個 ，その他若干である。

3月14日1号 ・2号 横穴の前庭部 にあたる部分の盛土 を取 り除 く。1号 横穴の玄室

を掘 り下 げる。2号 横穴の玄室内部 は，乱掘を うけていなか った。付近のベ

ンチマークか ら海抜高を移動す る。

3月21日1号 横 穴 を完掘する。遺物 は出土 しなか った。2号 横穴を完掘 する。鉄鏃・

刀子などが 出土 した。1号 横穴 の実測と写真撮影を行 う。

3月22日2号 横穴の実測と写真撮 影を行 う。横穴の位置を平板上 に記録 する。遺物

と図面を文化 センターに搬 入する。

3月27日1号 横 穴 と2号 横穴を埋 め戻 す。

昭和57年11月14日 ，21日 七軒横穴か ら泉崎4号 横穴 にか けての地形測量を行う。

報 告 書 の 作 成

報告 書の作成作業は ，福 島県文化セ ンタ ーにおいて調査員福島が中心 とな って進め，伊

藤登茂 がこれを補助 した。また一部に児玉真知子 ，志賀恵，菅野美津枝，菊地秀子，加藤

謙の 助力をえた。金属器の処理にさい しては ，財団法人京都市埋蔵文化財研究所と同研究

所研 究員岡田文男氏のお世話 になった 。

出土 した遺物は，すべて矢吹町教育委 員会 が保管 して いる。
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第3章 七 軒 横 穴 群 の 遺 構 と遺 物

1節 横 穴 群 の 位 置 と 地 形

七軒横穴群 は，矢吹ケ原の西南端 に位置 している。背後 には台地 と丘 陵が広が って いる

が，前面 には泉川 とその河谷平野が横 たわっている。この付近の河谷平野 は，右岸では丘

陵か ら続 くなだ らかな斜面を形成 して いる。左岸では丘陵部 との間に明確 な河岸段丘が発

達 し，また氾濫原 も狭 い。七軒横穴群 は左岸の段丘崖 に造 られている。

今 回の調査では2基 の横穴が確認 され たが，その西方約80mの 地点に，泉 崎壁 画横 穴

（4号横穴）が位置 してい る。 さらに その 間 に も少 なく とも3基 の横穴の存在が明 らか に

されてお り，また七 軒横穴の東方にも横穴があった らしい。これ らの横 穴 は ，地形的 に

石英安山岩質熔結凝灰 岩（DI層）を基盤 とす る同一丘陵 に造 られている。 した が って考古

学 的 にはひとつの横 穴群を構成すると考え られる。

七軒横穴群 と泉崎横 穴群をあわせた横穴群は，泉崎壁画横穴西側の小規模な開析谷によっ

て ，東西2つ の小支群 に分割 される。小字名から，西側 を上陣場支群，東側を白石山支群

と呼ぶ。白石山 ・七軒支群では，海抜308m前 後 までDI層 が堆積 し，さらにその上 を約10m

にわた って白河 ローム層 が覆 っている。地形的には，泉 崎壁画横穴が立地す る地点を西端

と して，東方へ伸 びるなだらかな尾根状の丘陵である。 しか し矢吹 町側 で は土取 りと畑

地造 成工事 によ り大 き く損 なわれ，丘陵の東半部は削 り取 られてい る。

中 央の開析谷は，泉 川に開く地点で最 大幅100mを 測 る。南から北へ向かって丘陵を分断

し，矢 吹ケ原へ続 いている。現状では小 さな水田を重 ねた谷地水田 とな って いる。谷の斜

面 は東側がやや急傾斜 であるが，西側 は比較的緩い傾斜 である。

上陣場側の丘陵で は，横穴が立地す る部分のす ぐ上が 海抜305m前 後の平坦面を形成 し

て い る。この部分は そのまま矢吹 ケ原 の台地へ続いている。 したが ってDI層 を覆 う白河

ローム層 は5m前 後 であ る。この地 区 で は昭和8年 に2基 の横穴が発見 された。

今 回の調査を含め て，泉崎 ・七軒横 穴群からは9基 の横穴が確認 されて いる。この うち

位置 の明 らかな横穴 は，泉崎壁画横穴 とその北側にあ る泉 崎3号 横穴，七軒1号 ・2号 横
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第3章 七軒 横穴 群

第4図 七軒 ・泉崎 横穴群の周 辺地 形図
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第5図 七軒横穴群 と泉崎壁画横穴の位置図

穴のみであ る。上陣場支群 に属する泉崎1号 ・2号 横穴の位置 は不明であるが，図版11の

写真か ら判断すると，泉崎壁画横穴とは200m以 上離れていた と推定 される。したが って

泉崎 ・七軒横穴群の範囲 は，泉川の段丘崖にそ って東西400m以 上に及ぶ と推定 される。

昭和8年 ，泉崎壁画横 穴を発見する契機 とな った県道泉崎～石川線は，その後数回の拡

張工事 を経て，現在では幅6mの アスファル ト道路 となって いる。 さ らに位 置 も旧道 よ

りは南へ移動 している。ま た 中央 の開析 谷 に は広域営農団地農道 が敷設 され ，泉崎壁画

横穴の前方 で県道と交差 している。これらの工事によって遺跡の周辺 は，盛土や削平が行わ

れ，横穴が発見された当時 とは様子が大 き く変わってしま った 。しかしその後遺跡の発掘

調査 は行われなか った。
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第3章 七軒 横 穴 群

2節1号 横 穴

遺 構 に つ い て （挿図6， 図版3・4・5）

昭和55年7月 ，土取 り工事中に発見され ，矢 吹 町教育委員会の星圭之助により確認 さ

れた横穴であ る。 発掘調査 はまず この横穴を検 出す る作業か ら始めた。発見当時 は玄室が

完存 して いたが ，工事の進行 にともな って破壊 され ，遺構を検 出 した時点では大 き く損な

われていた。

現地表下1mに おいて，玄室床面の一部を確 認 した。覆土 は，石英安 山岩質熔結凝灰岩

（DI層）の砕石 と白河 ローム層が まざりあった盛土 である。 横穴 は西半部 を中心 と した玄室

と玄門が部分的 に残 るのみで，天井部と東半部 は完全に失われてい た。形態は玄室の中央

に玄門を設 け前庭部に続いて いたと推定 され る。前庭部はすでに大半が失われ，重機 によ

る爪痕が残 って いた。横 穴 の 主軸線 は玄 門の 中点と奥壁の最深部 を結ぶ線 とした。この

ライン上で奥壁か ら前庭部排 水溝 の最先端 までの計測値は3.94mで ある。横穴 はN－35° －

Eに 向けて西南方向に開口 していた。

玄室の規模 を主軸線上で測ると，長さ2.55mと なる。 また主軸線を基軸 として 折 り返す

と，最大幅は2.40mと な る。玄室の 平面形 は隅 丸方形と推定 される。床面は奥壁か ら入

口に向か ってやや傾 き，18cmの 比高差を測った。 また床面に接 して屍床が設 けられ ，その

西半部は残 っていた。床面 の一部を削り残 して台状に加工し，横穴の主軸 と直交 していた。

屍床の西端部 で床面 との比高差 は5cmで あるが，奥壁側はその まま床面へ続 いて いる。床

と壁の境 には，排水溝が設 けられていた。断面 形は「V」字状を呈 し幅5～8cmを 測 る。床

面か らの深 さは4～8cmで あ った。 壁面は玄室の北西隅が最 もよ く残 り，残存高 は85cm

を測 った。各壁 はやや内弯 して立 ち上が っていた。奥壁と側壁は明確 に区分 されず ，変換

線は認め られなかった。玄室 の床面と壁面は丁寧 に整形され ，工具痕はほとんど残 ってい

なか った。

玄門は，入 口幅52cm， 奥壁側の幅77cmを 測 り，奥行は西側 で1.05m， 東側で78cmで

ある。平面形 は，入口側がやや狭い台形状 を呈 している。床面は平 らに整形 されて いたが ，

東よ りに幅7cm前 後の工具痕が一条 残 っていた。また玄室か ら続 く排水溝が，中央部 の西

15



第6図 七 軒1号 横 穴 実測 図
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第3章 七軒横 穴 群

寄りで「Y」字状 に合流し，前庭部 に伸びていた。排水溝の上幅は8cm前 後 ，下幅は2～4cm，

深 さは4cmを 測 る。断面形は「V」字状 を呈 して いた。

側壁は西側が もっともよく残 る。残存高は61cmを 測 り，垂直に立 ち上がっていた。 入

口側の中程に幅6cmの 工具痕が一条残 っていた 。東壁 はほぼ完全 に破 壊され，痕跡が残っ

て いるにすぎなか った。玄門の入 口には，高 さ6cm程 度の小 さな段 が造 られ，前庭部へ続

いていた。また側面には幅20cmの 縁取りが施 され ，正面か らみ ると額縁状を呈 していた。

遺 物 に つ い て （挿図7・8・9， 図版7・8・9）

1号 横穴か らは，今 回の発 掘 調 査 では遺物は出土 しなか った。 しか し発見 時 に中 島

村近藤工務店 によって以下の遺物が採取 された。

鉄刀4振 刀子2口 須恵器1個 土器片1個

1号A刀 刀身の中央部 が大 きく損なわれ ，棟方 へ曲げられ ている。刀身は平棟平造

りの直刀である 。切先の刃 は，やや内弯 してい る。区 は小さく直 に落 した両区である。茎

の棟方はまっす ぐに延び，刃方は尻 に向かってやや内側に幅を狭 めて延びている。茎尻は

刃方から棟方 へ直線的 にはね上が り，先を丸く納めて終 る。茎尻の近 くには目釘孔が あり，

佩表から長さ1.8cmの 目釘が打 ち込 まれている。茎の平には有機 質の繊維が薄く巻 き付け

られ ，その上に把木の残痕が付 着 している。

〓は金銅製 のb型 （付章2参 照）である。表 面の メ ッキは擦り減 って縦方向に地金が部分

的にみえる。 断面形 はやや偏平な楕 円形を呈 してい る。鐔 は金銅製の喰み出 し鐔であ る。

平 面形 は佩表へ やや偏った楕 円形 を呈し，中心孔は〓 と同じく楕 円形を呈している。

鞘 口金 具は，〓 の一部 を呑み込 んで残片が付着 している。形状 は不明であるが ，材質は

金銅製である。〓 に接 して鞘木が付着 している ことか ら，鞘口金具 の部分は，〓室を形成

していたと推定 される。8図 の金具 はこの刀の把頭 飾 りの一部 と推定 される。金銅製 であ

るが，厚さは1mm弱 と極めて薄 く，銅板を打ち延 ば して成形 したものであろ う。部分的に

残 る形状か ら，覆輪状の圭頭飾 りの一種 と考え られ る。

1号B刀 刀身の中央部 で二 本に折れている。佩 表に凝灰岩が付着 していることから，

佩表 を下に して出土 したと推定 され る。刀 身は 平 棟切 刃造 りの直刀 である。明確な鎬線

はみられないが ，平に厚 い肉が付 いて いる。切先 は，刃先のフクラ枯れて，カマス切先に

近 い形状で あ る。 区 は直に 落 した両区である。茎 の棟方 は まっす ぐに延 び，刃方はか
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第3章 七 軒 横穴 群

すかに絞 られている。茎の断面形は長方形 を呈 し，茎尻 は角尻である。茎尻 か ら2.4cmと

11.3cmの ところで，平の中央に目釘孔が穿 たれている。尻に近 い方の 目釘 は折れて いる

が，区に近 い方は目釘が佩裏から打ち込 まれて いる。

〓 は鉄製鍛造のa型 であ る。断面形 は楕 円形 を呈し，長径3.4cm， 短径2.8cmを 測る。

長 さは1.9cm， 厚 さ は3mmで あ る 。鐔 は鉄製鍛造の板鐔であ る。刃方が小 さく突 き出し

た楕 円形 を呈 し，長径5.8cm， 短径5.1cmで ある。断面形は長方形を呈 し，最 も厚 い部分

で5mmを 測る。中心孔 は〓 と相似形に造 られ，それよりやや小 さい。

1号C刀 刀身の切 先側と茎尻が失 われて いる。刀身 は平棟平造 りの直 刀である。区

は直に落 した両区であ る。茎の棟方 はまっす ぐに延び，刃方 は区近くでやや内傾したのち，

棟方 と平行 して延びて いる。断面形 は，棟方がやや広い長台形を呈 してい る。目釘孔は，

区か ら7.1cmと10cmの ところで，平の中心 に穿 たれてい る。 区に近 い方は ，目釘が佩裏

か ら打ち込まれている。

〓 は鉄製鍛造のb型 で ある。錆びて表面は欠損 しているが ，内側の形状 は楕円形を呈し

第8図 七軒1号 横穴出土 刀装具と刀子実測図
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てい る。長径3.1cm， 短径2.1cm， 厚 さ4mmで ある。鐔は鉄製鍛造の楕 円形板鐔であるが，

〓 と同様に形状は著 しく損 なわれて いる。計測値は長径6.2cm， 短径5.2cmで ある。 断面

形は，中心孔を頂点 とす る二等辺三角形 を呈 している。中 心孔 は縁が 全体 に欠けている

が ほぼ楕円形である。

1号D刀 切先 部分が損なわれて いる以外 は，ほぼ完存 している。刀身 は平棟平造 り

の直刀である。棟区 は小さ く直に落 されているが，刃区 は不明確であ る。棟方 は，〓受 け

の部 分ではまっす ぐに延びているが ，それ より尻側ではやや内弯 している。刃方は，刃か

ら〓 受けにかけて弯曲 して続き，これ よ り尻側 にか け ては まっす ぐに延びて いる。茎尻

は尻 上が りに丸 く終 る。 この部分に目釘孔が穿たれて いる。〓は鉄製鍛造のb型 である。

刀 子A全 長17.2cmを 測 り完存 する。刀身は平棟平造り，切先 はフクラ枯 れである。

茎 には把木の約半 分が原形を保 って残 って いるが ，把木の構造 は不明で ある。把縁 には，

円筒状の把〓が装 されている。把〓の断面形は棟方が やや平 らな倒卵形を呈 している。茎

尻 近 くには目釘孔 が認 め られ るが， 目釘の有無 は不明である。

刀 子B切 先 は失われ，現存 長11.2cmを 測る。刀身は平棟平造 りである。茎の長 さ

は3.2cmと 刀身 に較べ てやや短 い。把〓 は断面 形が 楕 円形 を呈する円筒状 であ る。把〓

の縁 は丸 く仕上げ られ ている。把 木 は 二枚合 わせ と推定され る。

須 恵 器 器 高15cm， 口径9.4cm， 底径15.4cmを 測る完形の短頸壺である。 底部 は

中央部がやや上が っているが，ほぼ

平 らである。体部 はやや内弯 して立

ち上 がり，上半部 は内弯 してそのま

ま頸部 に続 く。最大径は体部の中程

で19.2cmを 測る。頸 部か ら口縁部へ

は 少 し外傾 して 開 き ，口縁 は中央

が心持 ち丸 く凹んだ平縁で ある。体

部上半か ら頸部にかけて，4筋 の凹

線が巡 り，頸部直下と肩部 に波状文

が施 されている。

成形 はタタキ技法 によると推定 さ第9図 七軒1号 横穴出土 須恵器実測図
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第3章 七 軒 横 穴群

れ ，体部外面 に叩 き板の痕跡をわずかに留めて いる。底部外面か ら体部下半にかけては回

転ヘ ラケズ リが施 され ，とくに底部外面は著 しい。体部上半か ら口縁部にかけてと内面 に

は，回転 ナデが施 されてい る。

胎 土 は砂 粒 を多 く含 んで いる。色調は黒灰色を呈 している 。焼成 は良好で あり，部分

的には釉の吹 き出 しが認め られる 。また肩部 には 自然釉が厚 くかか っている。

3節2号 横 穴

遺 構 に つ い て （挿図10， 図版3・6）

1号 横穴 の前庭部を確認す るために，調査区 を拡張 した結果新たに検出した。1号 横穴

の西方約2mの 地点に位置 して いる。

横穴 の 入 口部 分は重 機によ り破壊 されその形状は不明であ った 。 しか し玄 室 に は黒

褐色シル トが天井部近くまで堆積 し，内部に撹乱 は認め られなかった。 現状では残存長2 .63

m， 残存高76cmを 測る。最大 幅は玄室の最深 部で1mで ある。横 穴の主 軸方位 は ，N－

10°－Eに 向けてほぼ南に開 口 していた。

玄室の平面形は，奥壁側 を底部 として入口側 に内弯 してすぼむビール瓶状を呈 している。

床面は奥壁か ら入口に向かって傾 斜してお り， その比高差は20cmを 測る。 また部 分的に幅

6cm前 後 の工具痕が残 り，奥壁側か ら入口に向か って押 し引いた状況を示 している。床面

と東西の側壁 の境には，幅4cm前 後，深さ2～3cmの 排水溝が設 けられ，玄門近 くで 「Y」字

状に合流 したの ち前庭部に伸 びていた。この排水溝はかな り雑 に仕 上げられ，と くに西側

では部分的 に途切れたところ もみ られた。

玄室の断面形はカマボコ形 を呈 し，天井部 と側 壁の明確 な区分 はできなか った 。奥壁は

高 さ30cm程 度 とかな り低 く，形 もあまり整 った ものとは言 い難 い。側壁 ・床面 ・天 井部

の境には，工具痕が集中 して 凹凸が著 しく，雑 な造 りであった。

前庭部床面 の形状は不明で あるが，主軸 と直交す る溝が部分的に残 っていた。 したがっ

て 入口 には 縁 取 り加工の よ うな造作が施 されて いたと推定される 。

この横穴 か らは，鉄鏃14本 ，刀子1口 ，鑷子 状鉄製品1本 が 出土 している。玄室の北西

部隅を中心 にして，床面やその直上か ら散乱 した状況で出土 した。この部分か らは主 とし
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第10図 七 軒2号 横 穴 実 測図

22



第3章 七 軒横 穴群

て鉄鏃が出土 したが ，先端方向は一定しなかった。

奥壁 より65～75cmの 地点で， 刀子と鑷子状 鉄製

品が床面か ら出土 した。先端方向は両方 とも入口

方 向を向 いていた。ま たこの近 くからノカズキ付

き鉄鏃 が2本 出土 した。先端方向は2本 とも奥壁

方向 を向いていた。

遺 物 に つ い て （挿図11・12， 図版10）

2号 横穴 から出土 した遺物 は，すべて鍛造 の鉄

製品で ある。

刀 子 全長13.6cm， 刀身の長さ8.3cm，

茎の長 さ5.3cmを 測る。刀身は平棟平造 り，切先

は フクラ枯れである。棟区 は直に落とされていた

が，刃区 は刃部か ら鋭 く内弯 して突出す る。茎の

棟方 はま っす ぐ伸び，刃方 は内弯し尻に向 か って

平の幅を減 じる。断面形 は長方形を呈 してい る。

また茎 の平 には部分的に木質が付着 している。

鑷子状鉄製品 全長10 .9cm， 先幅5mm， 厚 さ

2mmを 測る。棒状の素材を用 い，中央部 を除 いた

両側 を平 らに打 ち延ば し，中央部は折 り曲 げて リング状 の小 さなつまみとして いる。

この鉄製品は，北海道 か ら九州 まで全国各地 の古墳や集落 跡か ら出土 しているが ，明確

な用途 は不明である。これ とともなって出土 した遺物は，他 の例でも鉄鏃が多 い。ここで

は全体の形状と先端部の特徴 から，一応 ピンセ ットと報告 しておく。

鉄 鏃 鏃を構成す る各部分の うち，先端部分を根 ，矢竹 の中に刺 し入れ る部 分 を

茎， ノグチか ら根までの露 出部分をノカズキ と呼ぶ 。ノカズ キと茎の有無 によ り，無茎式，

有茎式， ノカズキ付 き式 に分類（後藤：1939）される。それに従 うと，無茎鏃8本 ，有茎鏃

3本 ，ノカズキ付 き鏃2本 ，不明1本 である。

無茎鏃 は，すべて横断面が凸 レンズ状 を呈 するいわゆ る平根であ る。平面形 態は平 らな

基部か ら先端に向か う斜 辺がややふ くらみ二等辺三角形 を呈 す るものと，基部の中央部が

第11図 七軒2号 横穴

遺物出土状況実測図
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第12図 七軒2号 横穴出土 鉄製品実測図
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第3章 七 軒 横穴群

やや内側 に凹み，両端が鋭 く突出するものが ある。また平 の中 央 に小 さな円形の孔が穿

たれ，この孔 に向か って基部か ら伸びる竹様 の有機物が付 着 して いる。この状況から2号

横 穴か ら出土 した無 茎鏃 も，矢竹 のノグチ を鋭 く尖らせて 根を 挾み， さらに平の孔に糸

を通 して鏃を結びつけ，基部を固定 して着装 したと推定 され る。また12図 の7・11に は，

蝿の蛹 と思われる有機物 が付着 している。

有茎鏃 も横断面の形 は，凸 レンズ状を呈 する平根である。根の形状 は，平 らな基部か ら

先端 に向 かう斜辺が中程 まで平行 して伸 び，五角形を呈 してい る。ノグチは，無茎鏃 と同

じく尖 らせて根を挾んで いた。基部近 くの矢竹には細かな糸 を巻 いて固定 して いる。

ノカズ キ付き鏃には，棘 状の突起は認め られ ない。12図13の 根 は，切刃造 りである。

根 ，茎 ，ノカズキに明確 な変換点 はない 。根 の部分に木質 が付着 している。12図14の 根

は，錆 の ため大きく損 なわれているが ，先端が尖 っていた らしく地金が中央部 に残 ってい

る。茎の先端から3.4cmに わたって，タケ様の木質が付着 している。

4節 ま と め

遺 構 に つ い て

今回までの調査によって ，泉崎 ・七軒横穴群か らは9基 の横 穴を確認 した。 この うち

形状 の不 明な2基 を除 いた7基 は，その構 造 と形態からA型 とB型 に分 けることができた。

A型 は，玄室 ＋玄門 ＋前庭部 から構成 される。3基 を数える。B型 は，玄室 ＋ 前庭 部か ら構

成 され る横穴である。4基 確認 されている 。

A型 横 穴の玄室は，平 面形が主軸方向にやや長い隅丸方形を呈 し，立面形は カマボコ形

や家形 を呈 している。規模 は長さ2～3m， 幅1.5～2m， 高 さ1m強 であ る。内部施設

には ，排 水用の溝が設 け られ ，また奥壁 に平行 して屍床が 設 けられたものがあ る。

玄門 は，左右の側壁か ら突出 して柱状 を呈 し，天井部は丸 く弯曲 してい る。全体的な形

状 はアーチ状である。ま た 入 口側 には縁 取 りを施 して整えて いる。 前庭 部 はほ とん ど

が破壊 されて不明であるが，写真か らみると平面形は「コ」字状 を呈 し，玄門 に向かってし

だ いに高 くなる側壁 を有 した らしい。閉塞方法 は，泉崎4号 横 穴が石英安 山岩質熔結凝灰

岩の板石を用いて玄門を閉 していた以外は不明である。
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B型 横穴の玄室 は，長さ2m， 幅 ・高 さともに1m内 外とA型 に較べて小 さくな る。ほ

ぼ大人 一人分 を伸展 させた状態で納 める規模である。形状 も床面 と側壁 ・奥壁の区別が そ

れ ほど明確ではな くな る。内部施設 も泉崎3号 横 穴 ・七軒2号 横穴で は，A型 と同 じく排

水溝 が壁 にそ って巡 っていたが，他の2基 では省略 されていた。しか し玄室の入 口には，

縁 取 りを施 して玄門様 に似せていた 。前庭部は壊 されていたが，立地条件か らA型 とほぼ

同 じ形態であ ったと推定 される。

泉 崎 ・七軒横穴群 か らは検出されて いないが，県南 地方では長い羨道 を有する横穴 も確

認 されている。実測 図の発表 されたもので は，泉崎観音山5号 横穴 ・東村笊内古墳群16号

横穴 などがそれで あ る。しか し宮城県 に多 く分布する長大な羨道を有 し，造 り付 け石棺 の

設 けられた横 穴はほ とんどみ られな い。

横穴の構造 と形態 については，地域 により，各横穴群 によ り，さらに立地条件によりか

な りの相異がみ られ る。県南地方の横穴では，横穴 の盛行期 を通 して羨道の設け られない

横穴 が主流 となる。 この中で初期 の横穴 と考えられ るもの（郭内7号 横穴など）は，構造的，

形 態的に整 ったA型 が多 い。規模 も複数の屍体を葬 る に十分な空間 を有 して いる。しか し

新 しくなるにつれて構造 ・形態 ともに退化 し，ついには一体分の屍体 を納 める空間 しかな

いB型 となる。泉崎 ・七軒横穴群か らは各横穴の時期を比定する十分 な 資料 は得 られ な

か ったが，笊内古 墳群（玉川 ：1979）などの例から，A型 が古 くB型 が新 しい と推定 される。

遺 物 に つ い て

泉崎 ・七軒横穴群 か ら出土 した遺物 は，武器 ・装 身具 ・土器である。この中で武器が主

流を 占め，装身具 ・土器は比較的少 ない。出土状況の明 らかな横穴は，泉崎4号 横穴 と七

軒2号 横穴であ る。 おもに鉄鏃 ・刀子 ・鉄刀などの武器 とその付属品である。

武器類のうち鉄 刀 は，6号 横穴か ら出土 したと伝え られ る刀がI群 刀 （付章2） と推 定 さ

れ る以外は，すべてIII群刀である。

鉄鏃 は，七軒2号 横穴か ら出土 している。14本 のうち無茎鏃 が8本 と多数 を占め，ノカ

ズキ付 き鏃 は2本 と少数である。出土状況は，散乱 していたが玄室の北西隅に集中 してい

た ことか ら，一組 の セ ットを示 していると考えられ る。県南地方の他の横 穴で は，白河市

郭 内6号 横穴 ・泉崎村梅田9号 横穴 ・長沼町才含地横 穴 などからノカズキ付 き鏃が多数 を

占めて出土す るの とは，異なった組み合 わせである。
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他 方 古墳 時代 か ら律令時代の集落跡か らは多 くの鉄鏃 が出土 してい るが ，ノカズキ付

き鏃 の占める割合は少 ない。

出土 した土器類の うち，土師器 の甕 は県南地方の他の横穴群ではほ とんど出土 しない器

種 であ る。時期は ，泉崎1号 横穴か ら出土 した17図1が 上悪戸遺跡甕C， 泉崎2号 横穴か

ら出土 した17図2が 同 じく甕A－4に 相当する。

泉崎2号 横穴か ら出土 した須恵器 の高杯 は，形態的，技法的にも極 めて整った土器で あ

る 。田辺編年（田辺 ：1966）でいうTK43型 式を中心 とする年代が想定 される。現在県南地

方 の横穴から出土 した土器の中では， もっとも古 い須恵器のひとつである。

結 語

泉崎 ・七軒横 穴群 は，泉川 に沿 った丘 陵の南斜面に東西400mに わた って造 られて い

る。その造営開始時期 は，出土 した遺物か ら6世 紀末葉 にさかのぼり，県 南地方の横穴群

のなかでは古い時 期に属 している。終末 については，B型 横穴のなかで も退化 した横穴が

含 まれることか ら，他 の横穴群 と同 じ く8世 紀の中葉 までは造営が続いて いたと推定 され

る。
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付章1泉 崎横 穴 群 とその 出土遺物

1節 泉崎横穴群の発見と発掘経過

2節 泉崎横穴群の遺 構 について

3節 泉崎横穴群か ら出土 した遺 物 につ いて

4節 ま と め

泉崎横穴群 に関する資料は ，昭和9年 に上田三平によ り，考古学雑誌24巻6号 に発表さ

れ た。この中で上田は壁 画のある4号 横穴を中心 に相当詳 しく報 告を行い，奥壁の実測図

も発表 して いる。そののち昭和11年 に岩越二郎 により，岩磐史談1巻7号 に付近の遺跡と

ともに報告がなされ，奥壁 の他に側壁や天井部 の壁画の図が発表 された。また戦後 にな っ

て ，福島県史6巻 にも同様 な図面 と写真が掲載 されている。

しか しこれ らの報告 には ，同時に発見 された他の横穴についてはほとんど発表 されてお

らず，泉崎横穴群を群 と して捉える場合に不都合 を生 じている 。そこで今回の報 告 とあわ

せて，現在確認できる資料 か ら他の横穴や実測図 も含めて，付章1と して報告す る。

泉崎横穴群 に関する資料 は，主に福島県文化 セ ンター歴史資料 館に保管 されて いる岩越

二郎文書 に拠 った。また遺物 は，東京国立博物館 と泉崎村 中央公 民館に保管されて いるも

のを実測 した。

1節 泉 崎横穴 群 の 発見 と発 掘 経 過

大 正3年

西白河郡川崎村大字泉崎字 白石山にて，横 穴が2基 （5号・6号 ）が発 見

された。この うちの1基 か ら鉄刀が出土 した。

昭 和8年

12月14日 川崎村大字 泉崎字上陣場 か ら，1号 横穴 ・2号 横穴が発見され，同村三
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村文吾が発掘 を行 う。鉄刀 ・土師器 ・須恵器が 出土する。

12月19日 字白石山か ら，3号 横穴 ・4号 横穴が発見 される。三村文吾によ り発掘

され る。4号 横穴より，鉄刀 ・刀子 ・鉄環出土 。また4号 横穴 には壁画が

描かれていた。

12月21日 元白河高等女学校教諭佐久 間留男と時事新報記者 が取材に行 く。その後

ま もなく全国版 に発表される。

12月22日 白河中学 校教諭岩越二郎が見学 に行く。

12月24日 字白石山で7号 横穴が発見 され ，発掘され る。

12月25日 道路下にあ るために7号 横穴 を埋め戻す。実測図 は作成されない。

12月26日 福島県史跡天然物委員堀江繁太 郎と白河高等女学校教諭高橋五 郎 と佐久

間留男 ・岩越二郎が調査を行 う。

この ころまで に川崎小学校校長根本儀 一 ・川 崎村 村長赤沼龍二 によ り工

事中止と変更申請が土木監督所 に提出 される。また福島県会議員 中目武功

は，横穴保存 のために上京 し文部 省に調査を依頼 す る。

12月27・28日 文部省嘱託 上田三平が調査 を行 う。須釜善勝 ・佐 久間忠 助 ・岩 越二

郎 ・堀江繁 太郎が，壁画の模写 と横穴の実測 を行 う。

12月30日 東北大学文学 部嘱託伊東信雄が調査に加わ る。1号 横穴 ・2号 横穴の実

測を行 う。

昭 和9年

1月5・6日 堀江繁太郎 ・岩越二郎 ・福島中学校教諭塚越弘平が，4号横穴の実測を行う。

1月8日6号 横穴の南 へ20尺 の地点で 須恵器窯跡を発見 し調査を行 う。 この須

恵器窯跡はTK23型 式に前後す る時期が想定 され る。福島県内では現在確

認 されてい る須恵器窯跡の中で もっとも古い遺 跡で ある。

1月21日 岩越二郎が4号 横穴の壁画の模 写を行 う。

1月24日 岩越二郎 ・須釜善勝が道路下の横 穴を発掘 し，実測 を行う。

2月15日3号 横穴の北方か ら横穴 を利用 したような須恵器窯跡 らしき遺 構を，穂

積喜惣衛門が発見する。岩越二郎 が調査を行う。

2月28日 国の史跡 に指定 され る。 この時期 は同年5月 とい う記録 もある。
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2節 泉 崎 横 穴 群 の 遺 構 に つ い て

ここに掲載 した実測図は，4号 横穴の実測図 を除いて，岩越二郎文書 と福島県文化課 の

資料か ら作成 した 。現在では埋没 して，4号 横穴 を除いて位置は確認で きない。

泉 崎1号 横 穴 （挿図13）

昭和8年12月14日 ，上陣場地区か ら発見された横 穴である。泉崎横穴群の最西端に位置

第13図 泉崎1号 横穴 ・2号 横穴実測図
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付章1泉 崎横 穴群

す る。横穴の構造は ，玄室 ＋

玄門 ＋前庭部で構成 されてい

る。 しか し前庭部の先端 の状

況 は不 明である。玄室の奥壁

か ら玄門 の入口側までの長 さ

は3．2ｍ，玄室最大幅2．05m，

同高 さ1．2mを 測 る。玄室の

平面形 は，主軸方向に長 い隅

丸方形 を呈 している。断面形

は， カマボコ形を呈 している。

排水溝 は各壁にそ って設 けら

れて いるが，玄門部までは及

んで いない。

玄門 の立面形は アーチ状を

呈 し，入口幅55cm，高 さ80cm，

奥行70cmを 測る。 入口側に

は 縁取 りが施 され て いる。

泉 崎2号 横 穴 （挿図13）

1号 横穴 と同時にその東側か ら発見 され た。構造 ・形態 ともほぼ同 じであ る。玄室 から

玄門の入口側 までは2．3m， 玄室最大 幅1．6m， 高 さ80cmで ある。玄室の最大幅は，奥壁

近 くにあ る。ま た奥 壁 と天井の間 には明確な変換線はみ られない。玄門 は，高 さ70cm，

幅60～80cm， 奥行40cmを 測る。

泉 崎3号 横 穴 （挿図14， 図版12）

昭和8年12月19日 ，白石山地区か ら発見 された横穴 であ る。壁画のあ る横穴の北側に

位 置す る。玄室 ＋前庭 部 で構成されて いる。 奥 壁か ら入 口 までは2．4m， 玄室最大幅

1．1m， 高さ80cmを 測 る。排水溝は，玄室の各壁にそって巡 り，右壁側は前庭部へ続いて

いた。玄室の規模は小 さいが，玄室と玄門の区別 もそれ ほど明確ではない。 しか し前庭部

か ら入口をみ ると，丁寧 な縁取りがなされていた。

第14図 泉 崎3号 横 穴 実 測 図
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泉 崎4号 横 穴 （挿図15， 図版12・13・14・16）

玄室 に壁画の描かれ た横穴 として，国の史跡 に指定 され た横穴である。県道 と広域営農

用 地農道の交点の東 に位 置 している。現状 で は前庭 部 を覆 って コンク リー ト製 の保護施

設 が 設 け られ て い る。 しか し内部の壁画は発見後の損傷や風化などか ら，現在で は確認

で きな い部分が多い。

玄 室4号 横 穴は，玄室＋玄門 ＋前庭部で構成 されていた 。主軸方位はN－90°－

Eに 向 けて，ほぼ真西 に開 口している 。奥壁から玄門の入 口までは，2．85mを 測 る 。玄

室 の平面形は，南北2．05m， 東西2．3mを 測 り，主軸方向 に長い長方形を呈 している。立

面 形 は家形を呈 し，最高所で床面か ら1．16mを 測る。

玄室の最深部には，奥壁 と平行 して断面形が台形を呈す る堤が用 けられ，屍床 を形成 し

て い た。堤は，上幅8～10cm， 下幅20cm， 高さ20～25cmを 測る。 堤の上面は中央部がや

や 低 く，南北の側壁 に向か って しだいに高 くなる。屍床の床面 も堤と同様 に側壁 近 くが高 く

な って いた。また玄室の床面より全体 に約10cm程 高 く造 られていた。屍床の堤側 には，深

さ3～5cm， 幅8cm前 後 の「U」字形を呈 す る排水溝が設 けられていた。この排 水溝は，北

壁 から50cm， 南壁か ら70cmの 地点 に堤 を貫くトンネルが設 けられ，玄室床面へ続いていた。

玄 室の床面 も屍床 と同 じく，中央部 が低 く南北の側壁近 くが高 く造 られていた。屍床か

ら続 く排水溝は，トンネルを出ると堤にそ って中央部に向 かい「T」字形 に合流 して，玄室

床面 を玄門の方へ向か って伸 びていた 。排水溝の幅は10～20cm， 深さ3cm前 後の浅い「U」

字形を呈 している。

玄室 の四壁は，50～60cmの 高さを保 って ほぼ垂直に立 ち上 がり，四隅には明瞭な変換線

が認 め られた。天井 との境には，外側へ小 さ く突出した庇状の切 り込みが造 られて いた。

天 井は四辺の庇か ら中点 に向かって軽 く内弯 して集中 し，屋根 と屋根の交線 は広 い「V」字

状 を呈 していた。床面に寝 ころが って天 井をみると，ち ょうど方桁造 りの天井裏 と同 じよ

うにみえる。

玄 門 西壁 のほぼ中央に設 けられ ，幅70cm， 高 さ74cm， 奥行60cmの ア ー チ

状 を呈 している。この部分の床面は，玄室 か らゆるやかに傾斜 しそのまま前庭部へ続いて

いた。天井部は玄室か らなめ らかに移行 し，庇状の切 り込みは設 けられていない。入 口側で

は側面 と天井部 に幅4cm程 度の縁取 りが 施 されていた。 横穴の発見時 には，この部分で石
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第15図 泉崎4号 横 穴実 測図



付 章1泉 崎 横 穴 群

英安山岩質熔結凝灰岩（DI層 ）を加工 した板石を用 いて閉 されていた らしい。

前 庭 部 現状では不明確であるが，発見 当時の写真をみて も天井部はな く，またそ

れ ほど広 い面積を有していた とは考 えられ ない。自然丘陵の斜 面を「L」字状 に掘 り込んで

造 られたものであろう。

横穴の各面 には，掘削や整 形時の工具痕が残 っていた。とくに玄室の庇や側壁 の隅に多

くみ られた 。

遺物出土状況4号 横穴か ら出土 した遺物は ，刀子 ・鉄刀が 各1本 と鉄環である。鉄刀

は屍床の南部に切先を奥壁 に向けて，屍床の主軸 と直交す る状 態で出土した。またこの部

分から鉄環 も出土 した らしい 。刀子 は玄門近 くの排水溝付近か ら出土 した。

壁 画 この横穴には ，発見時に天井部 と東 ・北 ・南の三壁に壁画が描かれていた。

絵画は，石英安山岩質熔結凝灰岩 （DI層）を直接 キ ャンバスとして ，赤色顔料をもって描か

れていた 。図象の表現方法 は，線刻や縁取 りな どは行わず，赤 一色をベタ塗 りとして描か

れており，部分的に顔料が厚 く盛 り上が っていた。 しか し現在 では不明瞭な部分 も多 く，

以下では岩越二郎文書に残 された実測図と写真 か ら説明を加え る。

奥壁の壁 画は，4個 の構成要素か らなって いる。中央の上部 には，水平に描かれ た一本

の横線の上 に，手をつなぎ脚を ガニ股に開 く4人 の人物が正面 を向いている。身長は20cm

内外であろ う。服装の細部は不明であるが ，身体の部分ではやや斜 めに下がった腕 と，大

き く開いた脚がとくに目立っている。頭部は，最北端の人物が三角形 に表わされて いる以外

は， ほぼ円形 である。中央人物群の北側近 くには，二体の人物 を側面 か ら描 い て い る。

手 を前 に捧 げ，何かを顔の高 さまで持 ち上げ中央人物群の方向 を向いて いる。北側の人物

像の持 ち物 は，下方が小 さく上方が開いてい る。人物像の頭部 は，髪を束ね上げたよ うに

大 きなふ くらみ を有 し，下半身 は長いスカー トのよ うな三角形で表 わされている。体部は

他の部分 に較べてやや小 さい 。身長は20cm内 外であろう。この二体 の人物像 とやや離れて

さらに一体 の人物像がある 。上半身が小さく，下半身がスカー ト様 に大きく表わ されてい

るが，確かな ことは不明であ る。

中央人物群の南側 には，馬 に乗 り矢をつが えて弓を引こうとす る騎馬像 と，その前方 に

一頭の動物が いずれも側面 か ら描 かれている。騎馬像では，弓を引 く人物が比較 的大 きく

表わされ，馬はやや小さい。馬 の脚は，前脚後脚 とも1本 の線で表わ されている。尾 はほ
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ぼ水平に伸びて いる。また馬の耳 と頭部は明確 に表わ されている。前方 を走る動物 につい

て は，岩越文書 に残 された資料 ではやや不明瞭であるが，小林行雄編 装飾古墳（1964）による

と ，長 く大きな角 もしくは耳，長 い頭，細 い胴 ，長 い前脚と後脚が明瞭に描かれて いる。

また尾 は水平 に伸 びている。動 物 の前 方には 大 き な三角形が描かれている。騎馬像 ・動

物像 ・三角形 ともに20cm内 外で ある。

これ らの絵画の下方 には，小 さな赤点が群集 して描かれていた。しか し中央部 はその密

度が少なく，代 って一条の横線が描かれていた。

側壁の壁画は ，入 口側の天井部 か ら屍床の堤にか けては，内部に進入 した土のため に失

われていた 。渦巻 ・4頭 の馬 ・人物 が描かれてい る。渦巻は最深部 に位置 し，屍床の上に

描 かれている 。直径は40cm前 後を測 り，起点か ら中心に向か って左回 りに巻いて いる。

屍床の堤の上に は，騎馬像 と轡 をとる馬丁が描 かれている。全長 は30cm程 度 で あ る。

馬上の人物 は小さ く馬の割合がやや大きい。馬の前脚 と後脚は1本 の線で表わされ ，尾を

はね上げてい るが ，轡を しっか り馬丁 にとられてい る。馬丁の像 は，右手で轡を とり，左

手 をまっす ぐ上 にあげ，両脚 はやや開いている。二番目の馬 も前脚 と後脚をそろえ尾をは

ね上げているが馬 上に人物はな い。馬の各部分では，頭部が大き く描 かれ，左右の耳 も明

確に表わされてい る。馬の背中 には前後に小 さな突起がみられ，鞍 を表 わしたと推定 され

る。馬の前方 に馬丁 らしき表 現 が あ るが明瞭で はない。 この馬 は全長40cm前 後 と推定

され，馬の図象 の中ではもっとも大 きい。二番目 と三番目の馬の間 には30cm程 度 の 開 き

があ り，小さな動物 と半円が描 いてあ る。小動物 は入口を向き，長 い尾と脚がみ られ る。

半円は下方が消失 し不 明確とな って いる。

三番 目と四番 目の馬 は下半部 を失 っている。三番 目の馬は，頭 をやや下げて尾を水平に

伸ば し，後脚2本 が認 められる。 ま た馬 上 には左 右 に大き く腕 を伸ば し手を広げた人

物像が描かれて いた。全長30cm程 度 である。四番 目の馬は，頭部の左右の耳と背中が残 っ

ているにすぎない 。全長20cmで あ る。

南 壁 も北 壁 と同 じく西半部を失 っていた。発見 時に確認 された絵画 は，点群 と馬 それ

に不明確な器材で ある。点群は屍床 と堤 の上部 に描 かれていた。馬 は 頭部 か ら胴 部 に か

けて残 っているにすぎな い。頭部 と頸部が大き く描 かれ，左右の耳 も明瞭に表わされてい

る。器材は，馬 と点群の間に位置す るが，何を表 わ しているか不明であ る。中央が くびれ
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付 章1泉 崎横穴 群

て鼓 をたてたような図で ある。

天 井部には渦巻を中心 とした図象が描 かれていたが，馬や人物像はみ られない。奥壁側

の天井 には，3個 の渦 巻 と点文が描かれて いる。すべ ての 渦巻 が起 点か ら中心 に向かっ

て左 回 りに巻いてい る。北側が大き く，南側 になると小 さくなる。巻き数 は，北側 から四

重 ・三重 ・二重 とな り，大 きさも長径60cm・30cm・20cmと な っている。 点文は，渦巻

と庇 の間に散在 して描かれている。

北壁 の天井には，渦巻 と組み合わせ三角文が描かれてい る。この天井 の図象は，西側 に

偏 って位置 していた。組 み合わせ三角文 は，天 井の区画線 に接 して ，線で表 わ した正位 と

逆位 の三角形を組み 合わせていた。この三角形は互いに頂点 が底辺には到 らずに終 ってい

る。大 きさは30cm前 後 である。その東 には，起点か ら右 回 りに巻 いた三重 の渦巻がある。

直径 は30cm強 であ る。天 井の中 心部 近 くに も不明確 なが ら渦巻状の図象があ る。

南壁の天井には，1個 の渦巻と7個 の円文が描かれて いる。渦巻 は屍床の堤の上に位置

し，起点 から中心に向 か って左回 りに三重に巻いている。直径は40cm前 後である。 その

西側 には10個 の リング状 の 円文が 配 されていた。 円文は直径15～20cm程 度の大 きさ

で，線 をもって表わ している。

西 壁の天井には，3個 の円文と3個 の渦巻が描かれてい る。円文 は南壁近 くに偏 り，奥

壁 か ら入 口に向か って左側 に位置する。線を結んで表わ され ，直径は15～20cm程 度 であ

る。 その東側には二条 の弧が描かれ ，渦 巻の未完成 と推 定 される。中心寄 りにも2個 の渦

巻が描 かれているが ，いずれも未完成で ある。天井の区 画線で途切れた ものは，三重の半

円が描かれ，直径 は60cm程 度であろ う。それに接して，楕円を中心 にしそれを取り巻 く二

条の半 円を描 く渦巻が あ る。直径は40cm程 度である。

そ の 他 の 横 穴 （挿図16）

実測図に横穴を明示 する注記がな されてお らず，番号 は不 明である。2基 とも玄室 に前

庭 部が直接 とりつけ られ，玄門は設け られていない。 しか し玄室の入口に は縁取 り状 の

造作 がなされている。玄室 は，全長2m前 後，幅1m弱 ，高 さ80cm前 後である。玄門をも

つ横 穴に較べて小型で ある。玄室の形 態 も細長 い割 に天井部が高い。また奥壁 と側壁 ・天

井 の区別 は不明確 であ る。とくに奥壁が 貧弱である。

泉 崎横穴群で確認 された7基 の横穴 の うち，白石山地区か ら出土 した7号 横穴は，道路
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下 に位置 していたので実測図を作成せず に埋 め戻 したとされているが ，16図2に は昭和

9年1月24日 ，道路下 を発掘 し実測 した と記載があり7号 横穴の可能性 もある。

3節 泉 崎 横 穴 群 か ら 出 土 した 遺 物 に つ い て

泉崎横穴群か ら出土 した遺物のうち現在確認できる遺物は ，3点 の土器 類 と鉄 製品 の

残片のみである。須恵 器の高坏と土師器甕1は ，東京国立博物館に保管 されている。その

他の遺物 は，泉崎村 中央公民館に保管 されている。この うち土器類 については，図版15－

1に よ って同定 したが ，鉄製品について は形状が著 しく異 なっていることと，注記がなさ

第16図 泉 崎 横穴 群横 穴実 測図
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付 章1泉 崎 横 穴群

れて い な いため に完 全な同定はできなか った 。

土 器 類 に つ い て （挿図17， 図版15・17）

土師器甕11号 横穴か ら出土 した長胴甕で ある。体部下半を失 い，内部 には コ ンク

リー トが詰め られている。口径15．3cm， 現存 高16cmを 測 る。体部 はやや外側 にふ くれて

立ち上が り，口縁部 は外反 して端部は丸 く納 めている。

成形 は 粘土 紐積 み上 げ で ある。 体部外 面 はかなり損なわれて いるが，かすかにヘラ

ナデやナデの痕がみられ る。また器面には凹 凸がみ られ，粘土紐 の積み上げ痕 も部分的に

残 る。 口縁 部 は強 い ヨコナデが残されてい る。胎土には砂粒 を含 む。

第17図 泉崎横 穴 群 出 土 土 器実 測 図
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土師器甕22号 横穴か ら高坏 とともに出土 した長胴甕であ る。体 部上半の一部を欠い

て いるが，ほぼ完形である。口径15．6cm， 器高30．8cmを 測る。平 らな底部か ら軽 く内弯

して立 ち上が り，口縁部は強 く弯 曲 して外反 し端部を丸 く納めて いる。

成形は，粘土 紐巻 き上げ法により2分 割ないし3分 割によって行われていた。底部外面

には木葉痕が残 り，体部外面の下端 にはオサエ痕がみ られ る。またこの部分に黒斑がある。

体部外面には縦方向のハケメにより全面が整形 されて いるが，部分的に軽 いナデ ・オサエ

が みられる。内面の下半は横方 向の軽 いハケメが施 されているが，上半部 は横方向の ナデ

が施 されてい る。 口縁 部の内 外面 は ヨコナデが施 されて いる。胎土 には砂が多く含 まれ

ている。色調は黄褐色を呈 し，器壁 はやや軟質である 。

須恵器高坏2号 横穴から出土 した無蓋高坏で ある。口径12．1cm， 脚部最大径11 ．9cm，

器高16cmを 測 る 。

坏の底部はやや丸みを有 し，体部か ら口縁部にかけて外傾 して立 ち上が る。体部外面 に

は ，鋭 く突出 した二条の凸線が巡 って いる。体部下半 の外面 には，ヘ ラケズリ痕がかすか

に残 り，底部の 内面 には軽い不定方向のナデが施 され ている。その他 は全面に回転 ナデが

施 されている 。

脚部 は，二対の二段透かしが設け られ，透か しの切れ間 と裾 に二条の凹線で飾 られてい

る。また最下端 は鋭 くはね上げて いる。脚部の 内外 面 は回転 ナデで調整 されていたが，

上半部 にはいわゆ る絞 り目の痕がかすかに残って いる。脚 と坏の接合部 には，軽いナデが

施 されている。胎土 には細砂粒が多 く含まれている。色調 は灰白色 を呈 し，器壁はやや軟

質 である。全体的 な造 りは丁寧で しか もよく整 っている。

鉄 製 品 に つ い て （挿図18， 図版15・17）

18図1は ，平棟平造 りの刀身で ある。2は ，平棟平造 りの刀身であ る。切先の一部が残

り，カマス切先 と推定 される。

3は ，平棟 平造 りの直刀 である。棟 区は小さ く直に落 しているが ，刃区は失われてい

る。茎はまっす ぐに延 び，刃方 と棟方 から平の幅をやや狭めている。茎 の 断面形 は棟 方

が やや広い長台形 を呈 している。茎 の折損 した部分 には目釘孔があ り，区から9 ．2cmを測

る。茎の平 には把木の一部が部分的 に付着 している。

4は ，平棟平造 りの直刀である。重 ね6mm， 平 幅2．9cmを 測 る。 区は小 さく直 に落
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付章1泉 崎横穴 群

第18図 泉 崎 横 穴群 出土 鉄 製品 実 測図

した両区である。5は ，平棟平造 りの刀 子である。区は棟区のみが確認で きる。茎は棟方

がま っす ぐに延び ，刃方 はやや絞 ってい る。茎の断面形 は長方形を呈 してい る。

これ以外の鉄製品 については確認で きなか った。

4節 ま と め

横 穴の構造と遺物につ いては，すでに3章4節 において七軒横穴群 と合わせてまとめて

お いた。 したが って ここでは，4号 横 穴の壁画について少 し述べてみたい。

玄 室の奥壁は，原 町市羽山横穴（渡辺 ：1974）や双葉町清戸迫横穴 において も，壁画の中

心 となる部分である 。4号 横穴では，4つ の構成要素に分かれたが，主題 は中心 に位置 し

手 をつなぎ脚を踏 ん張 って踊る4人 の人物像である。その北側の2人 ない し3人 の女性像

は ，明 らかに捧げ物 を もって中央の人物群 の方へ向かって いる。この二つの人物群がいっ

しょにな って何らかの祭祀 を表わ して いると考えられ る。南側の鹿を追 い，馬上からまさ

に射 とめんとする図 もその祭祀に関係す る儀式 を表わ した図 ではなかろうか 。清戸迫横穴
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で も，奥壁 の中央部に鹿 を射 る図が描 かれ ，羽 山横穴で は同 じく奥壁の中央部に白地 に赤

の斑点 を加 えた鹿が描かれて いる。この例 な どか ら，福 島県内の横穴壁画のモチーフの

なかで ，鹿 にともな う図はかな り重要 な構成要素のひとつと考えられる。点文は，羽 山横穴

では その位置から星を表わす もの と考え られて いるが，泉崎4号 横穴では描 かれた位置が

異な ることか ら別な意味を もつものと推定 され る。

側壁 に馬や人物などの図象が描かれ た例 は，東北地方では泉崎4号 横穴 のみで ある。北

壁の主題 は，渦巻と馬 であ る。渦巻は，清戸迫横穴では奥壁の正面にもっとも大 きく描か

れ ，羽山横穴でも奥壁 の右側に2個 の大 きな渦巻が描かれている。横穴壁画の モチーフと

しては重要な構成要素 であ る。しかし泉崎4号 横穴では天井部に配され，奥壁 にはみ られ

ず，壁面では北壁に1個 の渦巻が描かれたのみである。清戸迫横 穴や羽山横穴に較べると，

壁画の 中でその占め る地位 は異なる。

北壁の馬は2頭 が一組にな っていると推定され，奥壁から二番目と三番目にはや や広 い空間が

あ る。馬に ともな って馬 丁や騎馬人物 も描かれているが，馬 に較 べて小さく影 も薄 い。入

口側 が消失 しているために全体的な構成 は不明であるが，奥壁側 から入 口に向か ってみる

と，人物 を乗せ轡 を馬丁 にと られている馬 →鞍をつけ られ轡 を馬丁 にとられてい るか，あ

るいは何 かに繋がれて いる馬→走りなが ら背上に両手を大 き く広 げた人物を乗せる馬→は

だか馬 （？）という場面 の移行が推定され る。この壁面 のなかで馬の占め る位 置は高い。

南壁 のなかで，屍床近 くの点群は，北壁 の渦巻 と対置され る位置 にある。器材 については，

臼 ・餌料容器 ・壺とされて いるが，それを 明確 に決定 させ るだけの根拠は乏 しい。中央部に

位置 し奥壁 に向かう馬は ，後半部分が不明 なが ら馬丁 はみ られず ，背上に人物 を乗 せたと

も思 えない。はだか馬の可能性が高い。

天井 には，渦巻を主体 として円文 ・組み合 わせ三角文が描かれている。この部分 は方桁

造 りの屋根裏のように四分 され，各屋根裏が独立 した1個 のキ ャンバスを構成 している。

西壁の天井 をみると，渦巻 は屋根の稜線 に接す る部分で途切れて いる。つま り，二 つ以上

の屋根裏 にまたが って図象は描かれて いな い。また屋根の中心部付近 には，図象 は少な く

な る。壁画の描 き手が複 数であるのか，あ るいは各屋根が何 らかの意味を有 して いるので

あろ うか。羽山横穴の天井 も同 じく方桁造 りに造 られ，屋根裏の線は赤 く塗 って区画 して

いた。またその全面 に赤 と白の点文が星状 に配されていた。
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屍体 の葬 られた位 置 は ，屍床 か ら出土 した鉄環 の位 置か ら，頭 部 を 南 に向 けて

葬 られた と推定される。そこでこの位置 に目を置きこれ らの壁画をみると，前面 には天井

い っぱ いに渦巻が広 が り，足下にも渦巻がみえる。しか し頭側の南壁 は死者の側か らはみ

えず ，奥壁 も十分にはみえない。これに対 して入 口か ら玄室をみると，奥壁 が正面となる。

泉崎4号 横穴に施 された壁画は，二つの立場か らみるとその意味が大 きく異 な っている。

つ まり生者の側か らみる と，奥壁の壁画 に表わされた儀 式が意味を もつが ，死者の側か ら

み ると赤 く描かれた渦巻が象徴 としての何 らかの意味 を もつと考えられよ う。

横穴は屍体を納めるための施設であ ることか ら，その形 状や壁画は当然死 と係わる思想

を表わ している。県内 の各壁画横穴に共通 してみ られ る渦巻 ・馬 ・鹿などのモチーフや，

横 穴の形状 もまさ しく家 を形取 り，死者の 家つま り死後の世界を表わ し，それ らが組み合

わ されてひとつの死 に係わ る神話を表わ していると考え られる。また奥壁の 主題は，他の

横穴 に類例はないが，神話学や民俗学 の諸例 から一種の ゴース トダンス と もみなされる。

しか しなが ら現代 に生 きるわれわれが ，馬 を馬と して ，渦巻を渦巻と して認識する こと

ができて も，その背後にあ る意義まで は理解 し難い断絶が ある。

岩越二郎先生 について

岩越二郎先生 は，明治24年5月 ，熊本 市春日町に生まれ，東京美術学校 （現東京芸術大学）

を卒業ののち，大正12年3月 ，旧制白河中学校の教師 として赴任 された 。これ よ り昭和

44年2月 ，77歳 でな くな られるまで ，白河で教鞭を とり研究をなされ た。

とくに仏教美術に造 詣が深 く，この分野 にはす ぐれた論文を遺された。また考古学でも

福島県の先駆者 として，めざましい活躍を なされた 。

今回発表 した泉崎横穴 に関する資料は ，先生が遺された厖大な調査記録 の一部である。

また ，田島銀蔵古墳 と下総塚古墳の主体部実測図も先生 が作成 されたもので ある。
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付章2県 南地方の横穴群から出土 した鉄刀について

は じめ に

1． 県 南 地方 の 横 穴 群 か ら出 土 した 鉄 刀

2． 鉄 刀 の 各構 成 要 素

3． 鉄 刀 の 分類 と群 設 定

4． 古 墳 時 代鉄 刀 の 概 観

5． 鉄 刀 の意 義 と年 代

6． 県 南 地方 の 横 穴 に お け る鉄 刀

7． 結 語

は じ め に

従来の古墳時代鉄刀 の研究では，飾 り大刀が主な対象 とされていた。したが って研究の

視点 も刀の装飾形態に注 目 した例が多 く，特 に把頭の形態 や図象の変遷 に重点が置かれて

いた 。また研究基礎となる型式分類や編年 もこの方向か ら進め られ，相 当の成果 も上げら

れてい る。刀に施された装飾は，当時の社会 と文化を背景 として生み出されたと考えられ，

その史的意義は決 して小 さくはない。しか し，刀の研究が飾 り大刀の装飾的要素のみを対

象 と して終始すれば，それは刀のなかで も特殊な外装についての研究で しか ない。つまる

と ころ武 器 として の 刀に付加 された一面 を強調 したにすぎず，もはや刀の本質か ら遊離

して，刀の研究とはいえな くなる。

一振 の刀は，刀身 ・把 ・鞘が組み合わ されて構成されてい る。この組み合 わせ方 ，つま

り刀の基本構造についての整理は，刀の研究 を行 ううえでの基礎作業のひとつ となる。以

下 で は資 料紹介 をかね て県南地方の横穴 から出土 した鉄刀を集成 し，さ らに鉄刀の構造

的側面 に視点を据えて整理 と分析を行 うことを目的とした 。
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付章2鉄 刀

1県 南 地 方 の 横 穴 群 か ら出 土 した 鉄 刀

鉄 刀 各 部 の 名称 につ い て

対象資料 の説明に先立 って，用語の統一を行 いたい。この研究 ノー トで用いる用 語は，

主 として 「正倉院の刀剣」（日本経済新聞社 ：1974）， 「正倉院大刀外装」（小学館 ：1977）を参

考 にした。

主なものは下図に示す とおりである。

第19図 鉄 刀 各 部 の名 称

区の断面図（縦） 区の断面図 （横）
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白河 市 観 音 山横 穴 群 か ら出 土 した 鉄 刀

白河市大字久田野字観音山5－1番 地

1972年6月 ，果樹園の造成工事 によって発見され，同年8月 に発掘調査が行われ た。合

計4基 の横穴を検 出 し，大刀の他 に刀子 ・鉄鏃 ・馬具 ・装身具 ・土器な どが出土 して いる。

1973年 に発行 された概報で は 大刀 は7振 とな ってい るが，白河市歴史民族博物館には8

振の大刀 と，他 に鉄刀の細片が保管 されている。また保管 されてい る遺物に注記が施 され

ておらず，今 回取 り上げ た遺 物 は概報で示 された計測値 と出土状況の写真か ら同定 した 。

1号 横 穴 出 土 刀 （挿図20）

最初に発見された横穴である。鉄 刀は，他の遺物 とと もに奥壁 にそって出土したという。

1号A刀 区 と切先の先端が欠損 している。平棟平造 りの直刀で ある。切先のフクラ

は強く張ってい る。茎は偏 りな くまっす ぐに延び，区か ら茎尻方向へ平の幅を減 じている。

茎尻は丸く終る 。この部分に目釘孔が あり，佩表か ら目釘が打たれて いる。刀身の平に木

質が残っている。

この刀 の他 に 鉄製 鞘尻金具 と鐔2個 が出土 しているが，この刀 に装 されたものかどう

かは不明であ る。

2号 横 穴 出 土 刀 （挿図20・23， 図版18）

遺物は，玄室の床面か ら散乱 した状 況で出土 した 。

2号A刀 刀 身が部分的に欠損 しているが，残存 状況は良好で ある。平棟平造 り，フ

クラ切先の直刀であ る。刃区か ら1．7cm， 刃か ら1．2cmの ところに，いわゆる刃区孔があ

る。区は両区であ る。棟区は2mmほ ど小さく直に落 していたが，刃 区は二段落 しであ る。

一段目は小 さ く直に落 し，二段 目は内弯してそのまま茎へ続いて いる。茎 は全体 に棟方に

偏 ってまっす ぐに延び，茎尻 は丸 く終る。茎尻か ら2．7cmと9．7cmの と ころに目釘孔があ

る。茎尻近 くの 目釘孔には，佩 表か ら目釘が打 ち込 まれている。

刀装具は〓 と鐔， 目釘が残 って いる。いずれ も鉄製鍛造である。〓は楕円形を呈す るb

型である。区に接す る部 分を内側に打ち曲げて ，把木端の堰 としてい る。鐔は台形の窓を

8個 穿った板鐔で ある。平面形は棟方が丸く，刃方がやや突き出た倒卵形を呈 している。

長径7．2cm， 短径5．2cm， 厚 さ4mmで ある。中心孔 は楕円形を呈 し，棟方は茎 と接 してい
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るが，刃方 は把木を挿入す るための空間を有 している。

2号B刀 切 先近 くの刃 と茎の尻側 が 大 きく欠損 して いる。平棟平造 りの直刀であ

る。切 先の フクラはやや枯れている。刀の平には木質が残 って いる。区は刃区のみの片区

である 。刃か ら大き く蛮曲 して茎へ続いてい る。区近 くの茎の平 には，幅1cm前 後で，茎

の他 の部 分と異なる木 目が付着 している。茎は全体に棟方に偏 り，やや内反 り気味である。

区か ら4．5cmの ところに 目釘孔がある。

2号C刀 全体に欠損 部分が多 く，切先 も失われている。 平棟平造 りの直刀である。

棟区はな く，刃区も欠落 して いるが，茎の形状か らみて，刃区 の大 きく発達 した片区であ

ろう。茎 は全体が棟方 に偏 って延びている。 この刀に用いられ た鐔 として，23図 がある。

鉄製鍛造の倒卵形板鐔で ある。長径7．7cm， 短径6．1cmで ある。中心孔 は楕円形を呈 して

いる。平の断面形は端部が厚 く， 中心孔側へ 向かって厚 さを減 じている。 厚 さの最大値は

4mmで あ る。平には，長方形 もしくは台形 の窓が6個 穿たれて いる。

3号 横 穴 出 土 刀 （挿図21・22， 図版18）

3号A刀 刃の―部 が 若干欠損 して いるが，その他の残 り具合は良好であ る。平棟平

造 り， カマ ス切先の直刀 である。切先にはかすかに小鎬がみ られ る。区は〓 と鞘 口金具に

かくれて みえないが，刃部 と茎部の関係か ら両 区と推定 される。刀身には部 分的 に木質が

付着 して いる。茎は平の 幅を減 じて棟方 と刃方が まっす ぐに延び，茎尻は丸み を もって終

る。茎尻 か ら1．5cmの ところに，直径7mmの 眼貫孔がある。茎 の平，背，腹 には木質が付

着 して いる。

把頭 は 「へ」字状を呈す る圭頭である。把木 の先端を丸 く削 り出 し，金銅製の覆輪 を取 り

付 け，元 を責金具で止めている。責金は刃方 の一部が残 るのみである。把木の把頭 には，

表側に金箔 を貼 り，その上に漆を厚さ1mmほ ど塗 っている。さらにその上へ略宝朱形 の薄い

金製の飾 り板 を貼り鋲 と眼貫金具で止めて いる。飾 り板には，円形の眼貫の上に スペー ド

状の透か しを彫 り，その左右には巴状の透か しを配 してい る。外縁は小 さな円弧 をつなげ

て輪郭 に している。透 か しと外縁にそって ，毛彫 り技法を用いて縁取 りを施 している。

把は ，内側に茎を納める溝を抉 り把木を二枚 合わせて，把 頭 と〓で固定させ ている。鐔

は金銅製 ，倒卵形の喰み出 し鐔である。断面 形は半円状を呈 している。〓も金銅製 の筒〓

である。断面形は倒卵形 を呈 している。 したが って把 木 は鐔 を通 ってこの部 分まで挿入
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している。区に接する部分は鞘口金具に呑

み込まれ，堰の有無は不明で ある。

鞘は，刀身 に残 る木質か ら二枚 の板を貼

り合わせ金具で固定された もの と推定 され

る。鞘口金具は金銅製筒形で あ る。断面形

は倒卵形を呈 している。この部分の鞘木に

は植物質の繊維を巻きつけて，鞘口金具に

挿入されて いる。鞘口金具 と接 して佩用の

懸垂金具が装 されている。通 常の責金具 と

異なり，佩裏 に当 る部分にふ くらみをもた

せて，紐 を通す空間を設けてい る。しか し

遊環やその他 の付属品はみ られず，また鞘

口金具にも切 り込みはない 。

3号B刀 茎尻を欠き，刃 もかなり欠

損 している。また切先近 くに他の大刀片が

付着している。平棟平造 り， フクラ切先の

直刀である。区は刃区のみの片区である。

刃側が小さ く突 き出して，その まま内弯 して茎に続いている。茎 は全体に棟方へ偏 ってい

る。目釘孔 は，区か ら4．8cmの ところにあ り，長さ1．8cmの 目釘が刺 さって いる。〓 は鉄

製鍛造のa型 である。

3号C刀 区近 くの刃 が大 きく欠損 している以外は，ほぼ完存 している。ただ し茎は

元から折れている。平棟平造 り，フクラ切先の直刀である。区 は小 さ く直に落 した両区で

ある。茎は，現状では棟方が絞 られているが，通常の刀 とは異 なる。目釘孔 は，茎尻か ら

5．5cmと11．5cmの2ヵ 所に穿 たれて いる。尻に近い方 の目釘 は折れて いたが，区側では長

さ2．5cmの 目釘が佩表か ら打 ち込 まれている。また区近 くには鉄製鍛造のa型 〓の残欠が

付着 してい る。

3号D刀 出土当時はほぼ完形であったが ，現状では茎尻 と切先 を欠いて いる。平棟

平造りの直刀である。概報 によると，切先は フクラ付きであった という。区は〓にか くれ

第22図 白河観音山横穴群出土

3号A刀 の刀装具実測図
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付章2鉄 刀

てみえないが小 さく直に落 した両区であろう。茎の棟方はまっす ぐに延び，刃 方は尻上が

りに絞 られている。目釘孔は，区から7cmの と ころに設けられて いる。

〓 は鉄 地 に 銀 を貼 り付 けたb型 である。断面形は楕円形 を呈 している。鐔 は銅地銀貼

りの喰み出 し鐔 である。平面形は楕円形の輪状 を呈 し，断面形 は 「U」字状を呈 している。

また把には銀線が葛纒 きに巻かれている。銀 線の断面形は三 角形 を呈 し，上部の稜線を境

にして横方向に刻み 目が 入れ られている。

鞘は，二枚 の鞘木を合わせて，2個 の足金 具で 固定 されている。足間の長さは10．5cmを

測り，この部 分には黒漆が塗 られている。足金 物は，銅地に銀箔を貼った ものであ る。身

は倒卵形 を呈 し，棟方に紐を通す円形の輪を付 けている。身 の 断 面形 はカマ ボ コ形を呈

している。

刀 装 具 （挿図23）

刀と遊離 して ，板鐔4枚 ，鞘尻金具1個 が保 管 されている。すべて鉄製鍛造で ある。

鐔A〓 と把縁金具が付着 していることか ら，概報に記載 された1号 横穴 か ら出土

した もので あろう。鐔の平 面形は円形 を呈 し，長径6．3cm， 短 径5．7cmで ある。断 面形は，

中心孔側がやや狭い長台形を呈 している。最 大 厚4mmで ある。中心孔は，長径2．70m， 短

径2．1cmの 楕円形を呈 して いる。把縁金具は輪状 を呈 している 。〓はa型 である。内部に

木質が付着 している。

鐔B平 面形は倒卵形 を呈 し，長径6．6cm， 短径5．7cmを 測る。断 面形 は鐔Aと

同 じく長台形を呈している。中心孔は長径2．6cm， 短径2．0cmの 楕 円形である。鐔裏には

〓の着装痕が残 っている。

鐔C平 面形 は，長径7．7cm， 短径6．1cmを 測る倒卵形である。断面 形 は やは り

長台形であ る。最大厚4mmで ある。中心孔 は，長径2．9cm， 短径1．7cmの 倒卵 形 である。

平に台形状 の窓が6個 穿たれている。2号C刀 に装された鐔 と推定 される。

鐔D平 面形は，長径7．8cm， 短径6．4cmの 倒卵形 である。断面形 は長 方 形 を呈

し，厚 さ4mmで ある。 中心孔は，長径3．2cm， 短径1．9cmを測 り， 刃方が尖 って いる。棟

方の左右 の平に，直径3mmの 孔が2個 穿たれ ている。3号C刀 に装 された 鐔で あろう。

鞘尻 金 具 長さ4．5cmの 筒状を呈し，尻 の端部は平である。断面形は，長径2．9cm，

短径1．4cmを 測る楕円形で ある。内部には木 質が残 っている。
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白河 市 郭 内 横 穴 群 か ら出土 した 鉄 刀

白河市字郭内177番 地

1980年10月 に発見 され，同年11月 から12月 にかけて緊急調査が行われた。10基 の

横穴が検出され，刀 ・馬具 ・装身具 ・鉄鏃 ・須恵器 などが出土 して いる。

4号 横 穴 出 土 刀 （挿図24・26）

郭 内4号 横穴で は合計3振 の刀が玄室か ら出土 した。中央 部の 左寄 りに切 先を入口方

向 にむけてA刀 ，奥壁 にそって切先を左壁に向けてB刀 ，右壁にそって切先を入口側に向

第23図 白河観音山横穴群出土 鐔と鞘尻金具実測図

鐔A 鐔B

鐔C 鐔D 2号A刀

鞘尻金具
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けてC刀 が出土 した。いずれも

佩表 を下に していた。

4号A刀 平棟平造 り，フ

ク ラ切先の直刀であ る。区は刃

区のみの片区であ る。刃か ら大

き く斜 めに落されて いる。茎は

棟方に偏 り，平の幅 は著 しく狭

い。茎尻 は刃方が 内弯 し，棟方

が鋭 く突び出 している。

〓は鉄製鍛造のa型 である。

断 面形 は楕 円形 を 呈 し，長径

3．2cm， 短径2．0cmを 測る。鐔

は鉄製鍛造の板鐔 であ る。平面

形 は円形を呈 し，平に長方形 と

隅 丸台形の窓を6個 穿っている。

中心孔 は楕円形を呈 している。

断 面形 は，端が 厚 く中心孔側

が薄い長台形を呈 し，端の厚さ

は7mmで ある。

4号B刀 平棟 平造 り，フ

ク ラ付 きの直刀であ る。平には

やや肉が付 く。区は直 に落 した

両区である。茎 は偏 りが なく，

棟方刃方ともやや絞 り気味に延

びている。茎尻 は薄 くなり，目

釘孔の一部は欠損 している。こ

のために，新たな目釘孔 を茎尻

か ら2cmは なれた平 の中央に設
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けて いる。この目釘孔 には，

佩裏から打ち込まれた目釘

が折れて刺 さっている。ま

た茎には有機質の繊維が巻

き付けられている。〓は，

厚みのあ る鉄 製鍛造のb型

である。鐔は用い られてい

ない。

4号C刀 平 棟平 造

り，フクラ切 先の直刀であ

る。平にやや肉が付 いてい

る。区は直に落 した両区で

あ る。茎の棟方 はまっす ぐ

に延び，刃方 は平 の幅を狭

めて斜めに延 びる。茎尻は

丸 く終る。目釘孔 は茎尻か

ら1．7cmの ところに位置 し，

佩表から打たれた目釘が刺

さっている。〓 は鉄製鍛造

のb型 である。

7号 横 穴 出 土 刀

（挿図25・26）

刀の他に，刀子 ・馬具 ・

銅釧 ・勾玉 ・小 玉などが出

土 している。A刀 は玄室の

左側，B刀 は右側 から，い

ずれ も床面に接 して副葬時

の状態を保 って出土 した。
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付 章2鉄 刀

7号A刀 把頭 の飾 り金具 と鞘 口金具を欠いて いるが，他はほぼ完存 している。目釘

以外 の刀装具は，すべて金銅製である。刀身は，平棟 平造 り，フクラ切 先の直刀である。

区 は直に落 した両区であ り，刃区の方 をやや大きく落 して いる。茎はま っす ぐ延びて いる

が ，やや棟方へ寄 ってい る。茎尻 は丸 く終 る。目釘孔は茎尻から3cmの ところに位置 し，

平の 中央からやや刃方へ寄る。目釘は佩表か ら打ち込 まれ，佩裏側は先端 が折れている。

〓 はb型 である。断面形は倒卵形を呈 し，長径3．2cm， 短径2．0cmで ある。〓の内部に

は，茎を包むよ うに して二枚の把木が残存 している。鐔 は倒卵形を呈 し，長径8．2cm， 短

径6．4cm， 厚 さ3mmを 測 る。端には幅5mmの 覆輪が施 されて いる。平 には台形状の窓が6

個設 けられている。中心孔は倒卵形を呈 し，この部分は表か ら裏へ斜 めに削 られて いる。

鞘尻金具は長 さ15．3cmを 測 り，先端 は尻上がりに丸 く納めている。断面形は長径3．2cm，

短径2．0cmの 倒卵形 を呈 している。二枚 の鞘木を合わせ ，元を責金で約 している。

鞘木には黒漆が塗 られていたと推定 され，部分的に遺存 している。また刀身の平 には区

か ら8mmの ところで 直線的に途切れた鞘木の痕が残 って い る。

7号B刀 平棟平造 り，フクラ切先の直刀である。区か ら2．4cmのところに，直径4mm

の い わゆ る刃区孔 が あ る。区は直に落 した両区である。棟区の方がやや大 きく落 されて

いる。茎は棟方が区 か らまっすぐ延び，刃方がやや絞 られて平の幅を減 じ，茎尻は丸 く終

る。茎尻から3．2cmの ところで，平の中央に目釘孔が ある。

〓 は鉄製鍛 造 のa型 である。断面形 は倒卵形を呈 し，長径3．5cm， 短径2．6cmで ある。

鐔は鉄製鍛造の板鐔 である。倒卵形 を呈 し，長径7．6cm， 短径6．1cmで ある。断面形は，

中心孔側 が狭い長台形 を呈す る。中心孔 は，長径2．9cm， 短径2．3cmの 楕 円形を呈す る。

8号 横 穴 出 土 刀 （挿図25）

屍 床の縁にたてか けて出土 した。刀 の他に両頭金具，刀子 ，鎌などが出土 している。

8号A刀 平 棟平造 り，フクラ切先の直刀である。重ね幅が広 く，平 にもやや肉が付

いて い る。区 は直 に落 した両 区 であ る。茎は棟方 がま っす ぐに延び ，刃方はやや絞 り

気味に延びている。茎尻 は角丸に納めてい る。茎尻か ら1．8cmの ところで ，平の中央に 目

釘孔 が あ る。佩 裏 か ら長さ2．5cmの 目釘が打ち込 まれて いる。

〓 は鉄 製鍛造のb型 である。断 面形 は楕 円形を呈 し，長径3．1cm， 短 径2．5cm， 長 さ

1．6cmを測 る。厚 さは4mmと かな り厚 い。茎には，佩裏側 に植物質の紐が葛纒きに巻いた
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ものが遺存 している。

また ，直刀 とは遊離 して鉄製鍛造の円形把頭金具が出土 して いる。

笊 内 古 墳 群 か ら 出 土 し た 鉄 刀

西白河郡東村大字上野 出島字笊内

社 川 の 支 流矢武 川 を臨む丘陵の南斜 面に立地 している。54基 の横穴，4基 の 高塚古

墳，1基 の箱式石棺で構成 された古墳群で ある。1978年 ，福島県文化セ ンター遺 跡調 査

課 によ って全面 にわ たる発掘調査が実施 され，1979年 に概要報告書が出版 されて いる。

7基 の横穴 から合計9振 の刀が出土 した。このうち形状の明 らか な7振 を実測 した。

1号 横 穴 出 土 刀 （挿図27）

1号A刀 玄室 内か ら，佩表を下 に して，横穴の主軸 と直交 して出土 した。茎の大半

第26図 郭内横穴群 出土 刀装具 実 測図

4号A刀

7号A刀

7号A刀 7号B刀
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は失われ ，刀身 も4つ に折れて いた。平棟平造 り，フクラ切先の直刀である。棟区 は，刀

の棟か らやや斜めに下って茎 となり明確な区 を形 成 しない。刃区は，刃から大 き く弯 曲 し

て茎へ続 いている。茎はま っす ぐに延びていた と推定される。断 面形 は棟方が厚い長台形

である。区 に接 して刀身側に ，鉄製鍛造の筒状金 具が付着して いる。 この金具の区側 は丸

く折 り曲げ られ ，付着位置か らみると鞘口金具 と〓との区別はつ き難 い。

6号 横 穴 出 土 刀 （挿図27）

玄室内か ら重な ってA刀 とB刀 が出土し，玄門付近からC刀 が 出土 した。

6号A刀 茎尻が欠損 して いる以外はほぼ完存 している。平棟平造り，カマ ス切先の

直刀であ る。棟区はなく，刃 区は小 さく直に落 した片区である。茎 の棟方はま っす ぐに延

び，刃方は棟方 に向って直線 的に絞 られてい る。目釘孔は確認で きなかった。

区に接 して鉄製鍛造のa型 〓が装されてい る。断面形は偏平 な楕円形を呈 し，長径3．1

cm，短径1．6cmを 測る。長さは1．8cm， 厚 さは2mmで ある。鐔は棟方に偏って倒卵形 を呈

し，鉄製鍛造 の無窓板鐔であ る。計測値は，長径7．7cm， 短径5．8cm， 厚 さ2mmで ある。

中心孔 は〓 と相似形とな り，ひ とまわ り小 さ く造 られている。

6号B刀 切先の一部 を欠いているが，その他 はほぼ完存 して いる。刀身は平棟平造

り，カマス切先の直刀であ る。区は 小 さく直 に 落 した両区であ る。茎は偏りな くま っす

ぐに延 び，茎尻は少 し突き出 して丸 く終る。茎尻 か ら2cmの ところ に目釘孔 が あ る。 目

釘は佩表か ら打 ち込まれて いたが，表側は欠損 している。

〓は銅製 のb型 である。断 面 形 は倒卵 形 を 呈 している。鐔 は断 面形 がカマ ボ コ状 を

呈す る喰み出 し鐔である。鉄地 に銀箔を被せ てい る。中心孔は ，〓 と同 じく楕 円形を呈 し

ている。 したが って把木は鐔 を突き抜けて〓 まで挿入されてい る。

把木は，茎を包み込んで二枚 の板を合わせ， 目釘 と鐔で固定 させていた。把間には，有

機質 の紐 を 片 手巻 きに5回 巻 いたものを一単位 として，15単 位 ほど巻き付 け，その 上に

漆が塗 られて いる。把の断面形 を残存す る漆か ら求めると，長径3．2cm， 短径8mmの 偏平

な楕円形 となる。

鞘には，鞘 口金具，足金物 が装されていた 。鞘 口金具は銅製 である。鞘口か ら2．2cmま

では鞘木が な く，〓を納 める〓室とな ってい る。足金物は銅地 に銀箔を貼り付けた もので

ある。身は棟方がやや広 く刃 方が狭い楕円形 を呈 し，紐通 し孔 はほぼ円形である。足間は
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16．0cmで ある。

6号C刀 茎が大

きく損なわれ，切先 も

先端を欠いている。刀

身は平棟平造 り，フク

ラ切先の直刀である。

区は小さ く落 した両区

である。茎 は，まっす

ぐに延びる もの と推定

される。茎 の断面形は

棟方の広 い長台形を呈

している。〓は鉄製鍛

造のb型 である。

23号 横 穴出土 刀

（挿図28）

23号A刀 玄室内

の床面から，佩裏を上

に して出土 した。残存

状態 は良好である。刀

身は平棟平造 り，カマ

ス切先の直刀である。

切先には，かすかに小

鎬状 の変換線が認め ら

れる。区は小 さく直に

落 した両区である。茎

は偏 りな くまっすぐに

延び，茎尻は直角に断

ち落として いる。茎の
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断面形は，棟方の方がやや広い長台形を呈 して いる。茎尻か ら4．1cmの ところに目釘孔が

穿たれ，角頭の 目釘が佩表から打たれている。ま た茎 の 平 や棟 には 部分的に木質が付着

している。

〓 は鉄製鍛 造 のb型 である。 断面形は倒卵形を呈 している。鐔は 鉄 地に 銀箔 を貼 り

付けた喰み出し鐔で ある。外形は楕円形を呈 し，中心孔 も同様であ る。 断 面形 は隅 丸方

形を呈 している。また茎尻近 くには，銅地 に銀箔を貼 り，内側をケサゲ仕上を施 した責金

具が付着 している。鞘 には，〓の一部を呑み込んで鞘 口金 具が残 ってい る。形状は，倒卵

形 の足金物に佩表 で橋 をわた した双脚金物である。また橋の部分で は外側 にふ くらみをも

たせている。

26号 横 穴 出 土 刀 （挿図28）

26号A刀 刀 身 と刀装具はほぼ残 っていた。刀身は平棟平造 り，カマ ス切先の直刀 で

あ る。区は小さ く直 に落 した両区であ る。茎の棟方 はま っすぐ延びて いるが，刃方はやや

内蛮 して軽 く絞 られて いる。茎尻 は，はね上げ気 味に丸 く納めている。茎尻か ら3．3cmと

3．5cmの ところで ，平の中央に目釘孔が設けられて いる 。いずれも目釘が打ち込 まれてい

るが，両方とも折れて いる。

区には〓は装 されず，鉄製鍛造の喰み出し鐔が直接用 いられている。 この鐔の中心孔 は，

茎を挿入するための空間 しかなく，把木は鐔の平を堰 と している。鐔表には鉄製鍛造の把

縁金具が装着 されて いる。偏平な楕円形の筒状を呈 し，〓に代 って把木を約する金具と考

え られる。

刀身には，鐔に接 して鉄製鍛造の鞘口金具が付着 している。断面形は偏平な楕円形を呈

している。地鉄の 上に布を覆せ， さらに漆が塗 られ てい る。鞘木にも同様な痕跡がみ られ

る ことか ら，鞘全体を布で包み，漆を用いて固めた ものと考えられ る。鞘 口から15．5cmと

31．5cmの ところに足金物が付着 している。鉄製の細板 を「8」字状に 折 り曲げた簡単な造

りである。紐通 し孔 は円形を呈 し，割合大きな もので あ る。身は，棟方がやや角ば り，刃

方は丸 く納めて いる。身の最大幅は1．7cmを 測 り，か な り薄い鞘が想定 される。鞘尻には

鉄製鍛造の鞘尻金具が装 されてい る。内行花先形の覆輪 状を呈 し，元を責金具で約 されて

い る。覆輪には表面 に面取 りが行われ，断面形は偏平 な八角形を呈 して いる。また輪の内

部に も漆が残 って いる。
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34号 横 穴 出 土 刀 （挿図28）

34号A刀 切先が欠損 し，全長 は不 明

で ある。刀身は平棟平造 りの直刀で ある。

区は小 さ く直に落 した両区である。茎 は偏

りな く延び，先端は丸 く納めている。茎尻

近 くの平 の中央 に目釘孔が設けられ，目釘

が刺 さ って いる。区 に接 して，鉄製鍛造 の

a型 〓 が装 されて いる。〓の断面形 は楕 円

形 を呈 して いるが，佩表側は丸みに欠 ける。

神 成 横 穴 群 か ら出 土 した鉄 刀

須賀川市仁井 田館ケ岡字四十壇

福 島県史 ・第6巻 の図版657に 載せ られ

た4振 の大刀のうち，上段の2振 を阿 武隈

考古博物館で実測 した。残 りの2振 につい

ては，錆化が著 しいということで実測 はで

きなか った。出土状況 は不明である。

B区10号 横 穴 出土 刀 （挿図29）

10号A刀 茎尻が錆ぶ くれによって損

なわれている以外は ，ほぼ完全に残 ってい

る。刀 身 は平棟 平 造 り， フクラ切先 の直

刀 である。元幅は3．8cｍとやや広 く重厚 な

刀で ある。区は小 さ く直に落 した両区であ

る。茎 のうち〓受 けの部 分は，平行 して平

の幅がやや広く造 られている。茎 の棟 方 は

ほぼま っす ぐに延 び，刃方はやや絞 り気味

に延 びて，尻は弯曲 して はね上り丸 く納 め

ている。茎の断面形 は，棟方がやや広 い長
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台形 を呈 している。目釘孔 は茎尻か ら4cmの ところに1個 のみ穿たれている。

〓 は鉄 製鍛造 のa型 である。断面形は倒卵形を呈 し，長径3．8cm， 短径3．0cmで ある。

また長 さは1．4ｃｍ，厚 さは4mmを 測 る。

B区13号 横 穴 出 土 刀 （挿図29）

13号A刀 切先が欠損 している以外 は良 く残 っている。刀 身 は平棟平 造 りの直刀で

あ る。区 は小さく直に落 した両区で ある。茎の棟方はま っす ぐに延び，刃方は やや絞られ

て延びて いる。茎尻 は刃方か ら棟方へ直線的にはね上が り，端部 は丸 く突 き出 して いる。

茎の断面形は，棟方のやや広 い長台形を呈 している。茎尻 か ら1．6cm，7．7cm，10．5cmの

ところに ，それぞれ 目釘孔が穿たれて いる。真中の目釘孔 には佩裏か ら打 ち込 まれ た目釘

が刺 さっている。長 さは2．5cmで ある。

〓 は 鉄製 鍛造のb型 で ある。断面形は楕円形を呈 し，長径3．0cm， 短径2．2cmを 測る。

また長 さは1．9cm， 厚 さは5mmで ある。

泉 崎 村 観音 山北 横 穴 群 か ら出 土 した 鉄 刀

西白河郡 泉崎村大字踏瀬字観音山

3号 横 穴 出 土 刀 （挿図30）

3号A刀 横穴の玄門部に，主軸 と直交 して置かれ，佩 表を下に して床面か ら出土し

た。 この刀以外に この横穴か ら出土 した遺物はない。出土当時はほぼ完存 して いたが，現

状では茎尻を欠損 して いる。

刀身は平棟平造 りの直刀で ある。元幅 と先幅の差は1．6cmと かなり大 きい。切先は直線

に近 くフクラが枯れて カマスに近い形状であ る。区は小 さ く直 に落 した両区で ある。茎

第30図 泉崎観音山北横穴群出土 鉄刀実測図



の棟方 はまっす ぐに延び，刃方は

強 く絞 られている。茎尻は，いわ

ゆる蕨手状 になる。茎の断面形は

隅丸長方形 を呈 してい る。目釘孔

はない。

区か ら1cmの ところで，茎に直

接楕 円形の板鐔が装 されている。

長径5．7cm， 短径3．2cmで ある。

〓は用 い られず，茎と中心孔との

間に隙間 はない。

参考資料1

中 古 墳 出 土鉄 刀 （挿図31）

石川郡玉川村泉郷字 中

県文化セ ンターに，伝 中古墳出

土刀 として保管されて いる刀であ

る。錆化が著しく進行 し，刀身は

大き く板状に割れて いる。平棟平

造 りの直刀であるが，茎がやや内

反 り気味に延びている。切先は フ

ク ラ付 きである。区は，刃区のみ

の片区である。刃 と茎 との境は不

明瞭である。茎の刃方には区の近

くで ，長方形の小 さな抉 りがみら

れ る。 茎尻 は刃方 が小 さく内弯

して はね上が り，大き く突 き出 し

ている。茎の断面形は，棟方がや
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や厚い隅丸長台形 を呈 している。

烏 土 塚 古 墳 出 土 鉄 刀 （挿図31）

奈 良県生駒郡平群町大字西宮

烏土塚古墳は，平群 谷の代表的な前方後 円墳であ る。内部 には巨 石を 使 用 した大型の

横穴式石室が築かれていた。石室内か らは多 くの土器 とともに，鏡 ・武器 ・馬具 ・工具な

どが出土 している。出土 した須恵器 はTK43型 式に相当 し，古墳の築造年代は6世 紀後半

と考 え られる。

図示 した大刀は，玄 室 の側壁 に接 して床 面か ら出土 した。把頭 と切先の一部を欠いて

いるが ，その他の残存状態は良好で ある。

刀身 は，平棟平造 り，フクラ切先 の直刀で ある。重ね と平幅が大き く重厚 な刀である。

切先 は，刃の弯曲か らみて，いわゆる茅葉切先に近 い形態であろう。刃区の近 くには，刃

区孔が 穿たれ，その周囲 には連弧状 の象嵌 が施 されてい る。区は刀装具にか くれてみえな

いが ，刃 区の大 きく発達 した片区であろう。茎は棟方が まっす ぐに延び，刃方 はやや内弯

気 味に絞 られている。茎 の 断面形 は隅 丸 長方形を呈 して いる。破損部には，平の中央 に

目釘孔 が認め られ る。

レン トゲンを用 いた調査によって，区に接 してa型 〓が確認 されている。材質は錆ぶ く

れがみ られないことか ら，地金には銅 もしくは銀が用 いられていると推定 される。鐔は金

銅製 の板鐔である。平面形は，刃方が小 さく突 き出 した楕 円形を呈 してい る。把縁金具に

は金製 の帯を用いて いる。帯状の有機物に紋様を刻んで ，金箔で包んだ造 りである。同様

な金具 を，鞘口と鞘の 中央で責具 として用いている。把 には三 角形 の 断面形 を呈する銀

線 が葛〓 きに巻かれて いる。棟方は茎 と同 じくまっす ぐで あるが，刃方では鐔表から大き

く内弯 して絞 られて いる。把の断面形は楕円形を呈 し，茎の棟方は銀線 と接 している。し

たが って，把は茎 全体 を把木で包 まず，棟方に把木が被 さ らない構造であ る。

鞘は，二枚の板 を鞘 口金具 と責金で固定する造りである。鞘 口金具 は銀で造 られ ，〓を呑

み込み，断面形は楕 円形を呈 している。口縁の端は外側 へ丸 く折 り返 されて いる。また こ

の金具 と接 して責金具 が装されている。鞘 の 中ほ どに鞘 木 を約 した責金が2個 装されて

い る。断面形は倒卵形 を呈 し，長径5．0cm， 短径4．0cmで ある。
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付 章2鉄 刀

参考資料2（ 挿図32）

鉄刀 の年代を決定する さいに参考とな る土器 のうち，実測図の未発表の 資料 を載せた。

32図1は ，東村笊内古墳群26号 横穴の 玄室 と玄門の床面か ら出土 した須恵器 の坏蓋で

ある。小破片 となり，つ まみを失っている。口縁部は小 さ く突出 し，内面にか えりはない。

天井部外面のつまみ近 くには回転ヘラケズ リが施されているが，それ以外の部 分は内外面

とも回転 ナデが施 されている。色調 は灰 白色 を呈 し，やや軟 質である。胎土 は砂粒を含ん

でい る。

32図2は ，1と 同 じ笊内古墳群26号 横穴の玄室か ら出土 した須恵器の坏身で ある。復

元口径14．8cm， 器高4cmで ある。底部 は丸みをもち，体部 か ら口縁部にか けて はやや内弯

気味に外傾する。体部 と底部の境には，小 さ く外へ踏んばる貼 り付け高台がつ いている。

体部下端か ら底部にかけての外面には，回転ヘ ラケズ リのの ちナデもしくは回転 ナデが施

されて いる。その他 の部 分は，すべて回転 ナデが施 されて いる。色調は灰褐 色を呈 し，焼

成はやや軟質である。胎土は細砂粒 を含 んでいる。

32図3は ，泉崎観音山北横穴群4号 横穴の玄室か ら出土 した須恵器の壺 であ る。やや丸

みのあ る底部か ら，内弯気味に立ち上がる。底部と体部の境 には，断面形が逆台形を呈す

る貼 り付け高台がある。体部下端の外面は，回転 ヘラケズ リののち丁寧なナデが施されて

いる。内面は強い回転 ナデにより軽いロク ロメが生 じて いる。底部外面はナデが施されて

いる。色調は青灰 色を呈 し，焼成は良好で ある。胎土は細砂粒を多 く含んで い る。

第32図 参考資料2県 南地方の横穴出土 須恵器実測図
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2鉄 刀 の 各 構 成 要 素

ここでは，前述の 鉄刀につ いて，各部分の特徴をま とめておく。

刀 身 に つ い て

刀 の長 さは，刀身の 長さが44～50cm， 茎の長 さが5～10cmの 間に納ま るもの と，刀身

の長 さが60～85cm， 茎の長さが10～15cmと 長いもの に大別される。

刀 身の形態は，棟がま っすぐに伸びて ，反 りや内反 りのない直刀であ る。断面形は，二

等辺三 角形を呈する平棟平造 りの刀が大半 を占め，五角形に近い形状の平棟切刃造 りの刀

は，七軒横穴群1号B刀 のみである。元幅 は，大半が2．4～2．7cmの 間に納 まる。しかし

白河 観音山横穴群2号C刀 などでは，例外 的に4cmに 近 い大刀 もある。

切 先は，刃が外弯す るフクラ切先 と， 直線的なカマ ス切先に大別 され る。 数量 的 には

フク ラ切先が14振 と多数を占めて いる。主 として鉄製刀装具が用いられ た刀 にみ られる。

カマ ス切先は，金銅製や銀製の刀装具が用 いられた飾 り大刀に多 くみ られ る。

区近 くには，いわゆ る刃区孔の穿 たれ た刀が2例 あ る。用途につ いて は ，釘 を刺 して

鐔 を止めたり，鞘走 りを防 ぐための孔 と されている。しか し，前者では鐔か ら離れすぎて

お り，後者では奈良県烏土塚古墳 出土刀 のごとく，刃区孔を塞いで金属製 の鞘口金具が装

されるなど無理があろ う。む しろ この孔 の 周 囲に象嵌な どが施 されて いる例がみ られる

ことか ら，飾り紐な どを垂 らすような装飾 的要素のために穿たれた孔で はなかろうか。

茎 に つ い て

茎 は，刃方が 区の 部 分か ら全体 に棟方 へ偏 り，平幅の狭 い形態 と，あま り偏 りはみ ら

れ ず，平幅の広 い形態 とに大別 される。偏 りのある茎では ，刀身の棟方 か らそのまま茎の

棟方 へ続いて棟区がな く，刃区の大き く発達 している片区の刀 と，棟方 を小 さく直に落 し

た両区の刀がある。 片 区刀 は6例 あ る。郭内横穴群4号A刀 や白河市観 音山横穴群3号

B刀 では．区と刃が明瞭に分かれ，この部分に〓が装 されて いるが，笊内横穴群1号A刀

と白河市観音山横 穴群2号B刀 では，刃か ら茎へ曲線を描 いて移行 して，区 と刃の境が不

明瞭 な刀である。この2刀 には金属製 の〓 は用い られて いない。白河観音 山横穴群2号B

刀 では，茎に付着す る木質の木 目が，区の近 くとその他の部 分では異な ることか ら，この
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付章2鉄 刀

部分に木 製刀装具が用い られ たことを示 してい る。

茎が棟方に偏り，両区の刀 は，2例 であ る。白河観音山横 穴群2号A刀 では，刃区の一

段 目を小 さ く直に落 し，二段 目は大き く内弯 して茎へ続いて いる。郭内横穴群7号A刀 で

は，大 き く直に落 した刃区 である。

茎に大 き な偏 りの な い 刀 は16振 である。棟方 と刃方の区は，小さく直に落 されている。

この うち，笊内横穴群23号A刀 や郭内横穴群8号A刀 などの ように，棟方 と刃方が ほぼ平

行 してあ まり平の幅に変化 のない刀が10振 と主流となる。次いで七 軒横 穴群1号A刀 な

ど，刃方が刃区か ら棟方へ 斜めに上がり，平 の幅をやや狭 めて いる刀が4例 ある。また泉

崎観音山北 横穴群3号A刀 では，茎の全体的 な形状はいわゆ る蕨手状を呈 して いる。

茎尻の形態については，丸 く納める もの （笊内横穴群6号B刀 など），いわゆる角丸状に納

めるもの （郭内横穴群8号A刀 など），直に切る もの（笊内横穴群23号A刀 ），刃方か ら尻 上が り

に丸く納めるもの（神成横穴群B区13号A刀 など），刃方か ら棟方へ 直線的に尻 上が るもの（七軒

横穴群1号A刀 ）などがある。 これ らは形態的な差異ではあろ うが，把の構造とい う点からは

どのような意味を示 してい るのか不明である。 しか し蕨手状を呈す る泉崎観音 山北横穴群

3号A刀 では把木は用い られず ，茎がそのまま把として使用 されて茎尻は露出 している。

また郭 内横穴群4号A刀 の茎尻は，刃方が内弯 して棟方が鋭 く突 出して いる。この形態は

いわゆる木装大刀の一部にみ られ，把頭飾 りと何 らかの関係が想定 される。

目釘孔 は，茎 と把木を固定す るときに，目釘 を通すための孔で ある。今回対象 とした刀

では，1個 のみの例が14振 と最 も多く，次いで2個 の例が4例 ，3個 の例が1例 である。

2個 の例 の うち，笊内横穴 群26号A刀 では，目釘どうしが近接 しているために，機能的に

は1個 の例 と同 じで あ る。 また郭内横穴群4号B刀 では，茎尻 の目釘孔が欠損 して用を

なさな くな ったあとに造 られていることか ら同様に1個 の例 と同 じである。

目釘 孔が1個 のみの刀で は，茎尻もしくはそれよりやや内側 に目釘孔が位置 し，区近 く

に穿 たれ た例 はな い 。ま た茎尻に穿たれた刀では，郭内横穴群3号A刀 の ように鵐 目状

を呈す る例がある。2個 の刀 では，茎尻 と区か らやや内側 に寄 っている刀 と，茎 の中央部

と茎尻に穿たれている刀が あ る。3個 の例では ，茎尻と鐔近 くに穿たれ，さらに中央部に

も穿たれている。

木装刀では，金属製〓が 用い られないために，茎 と把木 を固 定 す るには2個 の 目釘孔
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が必要 となるが，金 属 製〓 が用 い られ ると把元がこれによ って固定 され るので，1個 の

目釘孔で足るようになる。

把 と そ の 付 属 部 品 に つ い て

集成 した刀に装 された〓は，内部に把木 と茎を包 む造 りであり，いわゆる後の日本刀 と

は構造が異なって いる。 したがって，呼称 も把縁金具，把〓などといわれ る場合もあ るが，

この研 究 ノー トで は 着装位置と用途か ら〓とする。〓 は区と鐔の間に装 されて把を固定

し，鞘口に呑み込 まれて鞘走 りを防 ぐ役をする金具であ る。

対象とした〓は ，形態から2種 類に 分けることができた。a型 は，鉄板を折 り曲げて筒

状に したものであ る。断面形は，棟方がやや広い倒卵 形を呈す るものや楕円形，さらに偏

平な楕円形を呈す る ものがある。こ の種 の〓 は片 区 の みの大刀に多 く用 いられる。両区

の 例で は神成 横穴 群B区10号A刀 と郭内横穴群7号B刀 などがある。

b型 は，区に接す る縁を内側に折 り曲げて，把木の堰板 としている。材質は鉄地の もの，

鉄 地に銀貼 りを行 った もの，金銅製の ものがある。鉄地 はすべて鍛造で ある。銅地の〓の

成 形法は不明であ る。この型 の〓 は両 区 の刀にのみ装 されている。

鐔は，形態か ら板鐔 と喰み出し鐔に分かれる。板鐔 は，すべて〓に接 して装 され ，中心

孔 には茎 と把木が貫通 している。形態は，棟方が大 き く丸みを有 し，刃方がやや突 き出た

倒卵 形を呈 してい る。中心孔は，〓 と ほ ぼ相 似形 を呈 しひと回り小 さくな っている。断

面形 は，長方形 を呈 す るもの（笊内横 穴群6号A刀 ）や，縁 のやや広い長台形を呈す るもの

（郭内横穴群7号B刀 ）な どがある。この他 に郭内横穴群7号A刀 では，中心孔の部分を表か

ら〓側へ斜めに削 っている。装飾的要素 としては，平 に台形 の窓を6個 あ るいは8個 開け

た例 や，縁を覆輪状 に高まりをもたせた例（郭内横穴群7号A刀 ）がある。また白河観音山横

穴群 か らは，鐔の棟方 にいわゆる手貫紐を通す孔を左右 に穿った例が ある。これ らの板鐔

は，郭 内横穴群7号A刀 が金銅製であ る以外はすべて鉄製 鍛造である。

喰み出し鐔は，平 の幅が狭 く把か らわずかに突出 した造 りである。構造か らみると，中

心孔 が広 く茎 との間 に把木が挿入 されて〓まで到って いる ものと，中心孔が小 さく茎に直

接装 されているものが ある。前者の形状は，棟方 に広 い倒卵 形 も しくは楕円形 を呈 した

リング状である。材質 には，銅地に銀を貼ったもの，金銅製 ，鉄地に銀を貼 り付 けた もの

などがある。飾 り大刀 にb型 〓 とともに多 く用い られて いる。後者は楕円形を呈 し，鉄製
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付章2鉄 刀

鍛造であ る。

把頭飾 りには，圭頭状 を呈 する金銅製の金具を用いた白河観音 山横穴群3号A刀 ，七軒

横穴群1号A刀 と，円形 を呈 する鉄製鍛造の郭内横穴群8号A刀 がある。白河観音山横穴

群3号A刀 では，把木の平 に金箔を貼 り，その 上に漆が塗 られ ，さ らに金製の飾 り板が装

されて いる。郭内横穴群8号A刀 の把頭飾 り には平 を貫 いて 鉄 釘が残 っている。

把に用 いられた責金 には，楕円形を呈す るリング状の笊内横穴群23号A刀 ，白河観音山

横穴出土 と，偏平な筒状を呈する笊内横穴群26号A刀 があ る。笊内横穴群23号A刀 では，

把頭近 くの茎に付着 して残 り，位置 か ら推定 して茎 と把木 を固定 したと考え られ る。白

河観 音 山 横穴 出土例 では鐔 表に錆着 して いた。笊内横穴群26号A刀 では，鐔が把木の堰

となって いるために，この金 具を用いて把木 と茎を固定 して いる。

把間の拵については， 白河 観音山横穴群3号D刀 に刻み目を入れた山形の銀線が巻かれ

ていたの と，笊内横穴群6号B刀 では5巻 き一組の紐を巻 き，そ の上に漆を塗 った例 があ

る。この他の刀については不明である。

把木は ，朽ちて錆の浸み た木質 とな り完 全 に残 る例 はなか ったが，区 と茎の形状から

2つ の形態が想定 され る。区 は小 さく直 に落 した両区で茎に大きな偏りのな い刀では，

把木は二枚合わせであ る。 白河観音山横穴群3号A刀 では，把木 のうち把頭部 分が残 って

いた。それ によると把木の 内側 は茎が納ま るよ うに溝を刳られている。また七軒横穴群1

号A刀 では ，〓の内部 に二枚 合わせの把木が残 っている。把間の形状は，笊内横穴群6号

B刀 では把の上 に塗 られ た漆か ら，棟方 と刃方 が平行する形態で あったことがわか る。

棟区がな く刃区が大 き く発達 し，茎が棟方に偏 った刀では，a型 〓が用 いられている。

この ため に棟方 と〓 とが接 し，茎の棟方は把木から露 出す る。また把 も全 体 的 に棟方

に偏 り，刃方は内弯す る形態 が想定され る。この場合には後述す るように栃木県七廻 り鏡

塚古墳な どか ら出土 した大刀 の伝統を受けて，把木は棟方に茎 を納める溝を刳 った一本造

りで あろ う。把の断面形 は，鐔の中心孔 の形状 や，責金，目釘の長さか ら推定 すると，円

形に近 い形態か ら，倒卵形 ，偏平な楕 円形 を呈 するものなどが想 定される。

この他 に，泉崎観音 山北横 穴群3号A刀 で は，茎に把木を装 する目釘孔がみ られないこ

とか ら把木 を用いずに茎 をそのまま把と した刀 である。いわゆ る蕨手刀と呼ばれ ，奈良時

代か ら平安時代にかけて東 国に偏在する刀で ある。
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鞘 と そ の 付 属 部 品 に つ い て

責金は，白河観音山横穴群3号A刀 と七軒横穴群1号A刀 に装 されたと推定 される2個

が残 っている。いずれ も銅地に金 メ ッキが施されている。形態は，棟方が広 く刃方がやや

突き出 した倒卵形 を呈 し，断面形はカマボコ形であ る。白河観音 山横穴群3号A刀 では，

平の一方が外側に突 出 している。このよ うな責金具は鞘 口金具 と近接 して用いられ，垂下

用の リング状金具 を伴 うことが多いが， この例では垂下用金具 もなく， これを装するため

の切 り込み も鞘 口金具 にはみ られない。

足金 物 の装 され た刀 は3振 であ る。白河観音山横穴群3号D刀 では，楕円形を呈す る

リング状の身部の頂点に円形の小 さな紐通 しを付けてい る。身部 の 断面 形 は カマボ コ状

を呈 している。材質は銅地金に銀箔を貼 り付けたものである。一の 足金 物 は鞘 口近 くに

位 置 し，二の足金物 とは10．5cm離 れ ている。また足間 には漆が塗 られている。

笊内横穴群6号B刀 では，銅板 を用 いて倒卵形の身部を作 り，頂部に小 さな紐通 しを付

けて いる。材質は銅地に銀箔を貼 り付 けたものである 。一の 足金物 は 鞘 口金 具に接 して

装 され，二の足金物 とは15．0cm離 れてい る。

笊 内横穴群26号A刀 では，鉄 製の針金を 「8」字状に折 り曲げて足金物 と している。偏

平な身部と較べて紐通 しはやや大きい。一の足金物 は鞘 口金具か ら離れて装され，足間の

長 さは15．5cmで ある。

鞘 口金具 は5振 の大 刀に装されていた。銅地に金 メッキを施 された白河観音山横穴群

3号A刀 など3例 は，すべてb型 〓 を呑 み込んで鐔 と合わ さって い る。 つ ま り鞘木 の端

を締め固め，鞘口の下は〓室 となって いる。笊内横穴群26号A刀 では，〓 は用い られずに

偏平 な鉄製の鞘口金具 と鐔がそのまま接 している。鞘木は，鞘口金具の内側全体に及んで

いたと推定 される。笊内横穴群23号A刀 では，リング状 を呈する金具を佩表で「H」状に連

結 させ，その連結部 分を外側へ突出 させて いる。材質は銅地に銀箔を貼 り付 けた ものであ

る。突出部の内側に紐を通して垂下 したと考えられ る。同様な金具は，群馬県八幡観音塚

古墳か ら出土 してい る。

県南地方か ら出土 した鞘尻金具の うち図示 したものは3例 である 。郭 内横 穴群7号A

刀で は，長い筒状を呈 し，内部に鞘木 が挿入 され，元を責金具で約 している。尻は丸い。

白河観音山横穴群か ら出土した例で は，同じく筒状を呈す るが，尻は平た く，長 さも短か
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い。材質は鉄 製である。同様の金具 は笊内横穴群44号 横穴か らも出 土している。た だ し

この例 では 尻 か ら釘が打 ち込 まれていた。笊内横穴群26号A刀 では，鉄材を折 り曲げて

覆輪状に し，元を責金具で約 している。

鞘木は，刀 身 に付着 して部分的 に残 っていたが，完全な状態で残 った例はなか った 。部

分的な構造 の明 らかな例 では ，郭 内横穴群7号A刀 がある。鞘尻金 具の内 部か らは 二

枚合わせの鞘木 が出土してい る。他 の 刀の鞘 木 もこの ような二枚合 わせであろ う。断面

形は，〓や足金 物などの付属部品か ら推定すると，楕円形や倒卵形 を基調と していた 。厚

さは，付属部 品の装されない鞘 ほど厚 く，鞘口金 具や鞘尻金具な どの揃 っている鞘ほ ど薄

く作 られていた。笊内横穴群26号A刀 は，鞘 口金具や足金物，鞘尻 金具に加えて，鞘木を

布で包み，さ らに漆を用いて固め た極めて薄い造 りである。

3鉄 刀 の 分 類 と 群 設 定

鉄刀は，前節 で述べた各構成 要素 を組み合わせ て，一振の刀 とな る。しかしここでは，こ

の研究ノー トの視点 とした把の構造 という点か ら分類を行いたい。

I群 刀 （挿図33）

把には鉄製 の鐔 と〓が用い られて いる。茎は棟方に偏って延び，平 は狭い。区は刃区が

大 きく発達 している。したが って把木は，棟方 に茎を納める溝を刳 った一本造 りが想定 さ

第33図I群 刀 概 念図
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れ る。把木 の元 を，鐔の中心孔 を通 して〓下まで挿入 させ，目釘 を用いて茎 と固定 させ た

構造である。

把間の形 態は ，茎の偏 り とあ わせ て刃方 が絞 られて内弯 し，断面 形 は目釘 の 長 さや

〓の形状か ら円形に近い形を呈 していたと推定 され る。

把以外の特徴では，刀身が平棟 平造 り，フク ラ切先であること，足金物や責金具 などが

用い られない という共通点 をも っている。

II群 刀 （挿図34）

区は，刃区の みを小さく直に落 した片区であ る。茎の形状は，区側の平が広 く，茎尻 に

向って軽い直線 的な絞りがみ られ る。把元には，鉄製の板鐔と〓 が用い られてい る。鐔 の

中 心孔 は偏 平 な楕円形を呈 し， それに伴 って〓 も同様な断面形 とな る。この場合茎 との

間 には極め て 狭 い空間 しか残 らな い。 した が って把 木は二枚 合わせが想定 され ，一 本

造 りでは無理が生 じる。また棟 方に区がないため に，茎の棟方は把木か ら露出す る ことに

なる。目釘孔 は，茎尻近 くに想 定 されよう。

III群 刀 （挿図35）

区の形態 は，小さ く直に落 した両区となり，〓 は安定 して区 と接す る。茎の偏 りはあま

りみられず ，全体に平が広 くな る。したがって ，把木は平の内側 に茎 を納める溝 を刳 った

二枚合 わ せ が想 定される。つ まり茎を左右の把 木で包み，元を〓 で約 し，目釘 を用 いて

第34図II群 刀 概 念図
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固定 した構造である。形態 的には，把間の絞 りがみ られな くなる。 断面形 は偏平 な楕 円

形 となる。

IV群 刀 （挿図36）

III群刀 と同 じく，小 さく直に落 した両区 と，平の広い偏 りの ない茎である。しか し〓を

装 さず，代 って把縁金具が用 い られる。また鐔は直接に区と茎に接 して装され る。把は，

茎を納め る溝を平に刳った把木 を左右から合わせて茎を包み，筒状 の把縁金具で約 し，目

釘で固定 した構造となる。断面形 は偏平な楕円形 となる。

V群 刀 （挿図37）

茎に接 して鐔が装 されてい るが，目釘孔はな く，把木は用い られ ない 。 したが って茎

をそのまま把 とした刀であ る。泉 崎観音山北横穴群3号A刀 のみである。

第35図III群 刀 概 念 図

第36図IV群 刀 概 念 図
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4古 墳 時 代 鉄 刀 の 概 観

古墳時代の鉄刀 には，その刀装具か ら木装刀，鹿角装刀，いわゆ る金属装刀と呼ばれ る

刀がある。木装刀 と鹿角装刀は，形態か ら日本的な刀 とされている。金属装刀はさらに把

に環を装 した外来的な環刀 と，今回取 り上げた鉄刀 のごとく主要な刀 装具に金属 を用 いた

刀がある。 この節で は，木装刀 ・鹿角装刀 ・環刀 について概観 し， この研究 ノー トの対象

とした鉄刀 と比較 したい。

木装刀 ・鹿角装刀 について

木装刀は，基本 的な刀装具の材質 に「木」を用 いた ものをさし，古墳時代前期にはすでに

広 く出現 して い た 。 しか し刀装具 自体の残存 す る例が少なく，したがって研究 もあま り

進 んで いない。古墳時代前期の例では，栃木県大桝 塚古墳（前沢 ：1977）と熊本県向野田古

墳（宇士市 ：1978）か ら出土 した大刀が 旧状をよ く伝 え，しかも共通 した特徴を示 している。

刀身は，いずれ も平棟平造 り，フクラ切先である。区の形状 は不明であ るが，この部分 に平

らな木製の鐔状 刀装具がある。それ に接 して棟側 に茎 を納める溝を刳 った一本造 りの把木

を装 し，その上を布で平巻きに巻 いている。把は全体 に棟方へ偏 って いるが把間 に絞 りは

み られない。

中期に属す る例では，京都府産土 山古墳（梅原 ：1955）か ら出土 した大刀があげられよう。

この刀では，把木が鐔 ・把間 ・把頭 の3個 の部分 に分割 して造 られて いる。把木の本体は，

前 期の例と同 じ く棟 に溝を刳 った一本造 りである。把頭は大きな槌状を呈 し，黒漆が塗 ら

第37図V群 刀 概 念 図
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れてい る。〓状刀装具は二枚合 わせで造 られ ，鞘に呑み込 まれ ている。鞘木は ，二枚合わ

せの本体 に ，鞘口と鞘尻 とを別の木で造 り，柄 を作 って組み合 わせた構造であ る。

後期 に属 する例では，栃木県七廻 り鏡塚（大和久 ：1974）か ら良好な資料が2振 出土 して

い る。形 状 は産土 山古墳か ら出土 した刀 とほぼ同じであるが ，把は一本造 り，鞘は二枚

合わせて作 られ，把頭 ・鞘 口 ・鞘尻は分割組み 合わせではな い。2振 の刀には ，把 と鞘 口

の接 し方 に差異が認め られ ，舟形木棺か ら出土 した大刀の鞘 口は合せ口であ るが ，組み合

わせ木棺 の大刀は〓状の刀装具を用いた呑み 口式である。

数少 ない例ではあるが，茎が棟方に偏 る木装 の刀では古墳時代 を通 して把木は背に茎を

納める溝 を刳 る一本造 りで ある。茎もこれ に合 わせて棟方 に偏 り，目釘孔は2個 を基本と

している。また，区はそれ ほど丁寧には作 られ ていない。

鹿角装刀 は，木製の把木，鞘木に，鹿角で作 った刀装具を組み合わせた刀 である。鹿角

で作 られ た部分 は，把頭，把縁 ，鞘口，鞘尻 と，産土山古墳の木装刀において別 に作 った

部分とほぼ同 じである。鹿角装刀については ，梅原末治（梅原 ：1920），末 永 雅雄 （末永 ：

1941）な どにより研究が進め られ，近年小林 行雄（小林 ：1976）に より，鹿 角 装 具の着装部

位が確定 された。この結果，主 として把縁の棟方 に突出部の有無か ら，有るものを第一類

と し，認め られないものを第二類 とした。さらに第二類の特 徴 として，剣 より も刀に多く

み られ ること，把間の棟方が直線であるが，刃方 を絞 って内弯 し，把頭に向か って太く作

られ，この部 分に太い緒で纒 き固めることな どをあげ，第二類の方が時間的に新 しくなる

可能性を指摘 している。

鹿角装 具は構造 という点か らみると，把木 や鞘木に丈夫 な鹿角 と組み合わせて より強固

な造 りとする部品である。産土山古墳から出土 した木装刀 と基本構造に大 きな差異は認め

られない。

また従来 ，九州地方の横 穴や石棺に彫刻 され た刀の図を もって鹿角装刀を表 わ したもの

とされて いたが，この刀 は，七廻 り鏡塚か ら出土 した木装刀 と把 ・鞘の形状が ほぼ同じ特

徴 を示 して いる。さらに東国 における埴輪 の中 に把頭を著 しく大 き くした大刀埴輪 を数多

くみかけ る。 このことは，七 廻 り鏡塚古墳か ら出土 した形 と構造 の把頭が ，古墳時代後期

の九州か ら東国 まで広 く分 布 していたことを推定 させる。

福島県 にお いても，参考 図に示 した玉川村 中古墳の鉄刀 と，七 廻り鏡塚古墳 出土刀の鉄
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刀が ほぼ同 じ特徴 を有することか ら同様な木装の刀装具が装され た刀が想定されよ う。

環 刀 に つ い て

環刀は，把頭が トーラス状を呈 す る刀をいう。環 の内部に装飾の施 されていない素環刀

と ，竜や鳳 その他の図象による装飾 が施された飾 り環刀がある。この うち前者は，弥生時

代の後期から古墳時代前期にかけて特徴的な刀で あり，今回対象 とした刀 とは直接係 りを

もたないためにふれ ないこととす る。

飾 り環刀は，把頭以外にも，金 ，銀，銅 などを用 いた刀装具で覆われ ，それぞれに竜 や

鳳その他の図象が描かれて いる。近 年，町田章 （町田 ：1976）によ って佩用の しかたか ら6

世紀型と7世 紀型 に分けられ，さ らに6世 紀型は環の構造的差異によ って2種 に分けて い

る。 この分類をふ まえて，図象 の変 遷から編年と意義付 けが行われて いる。

また新谷武夫 （新谷：1977），穴沢 〓光 ・馬目順一（穴沢 ・馬目：1978）， 新野泉（新野 ：1982）

な どによっても研究が進め られてい るが，いずれも主 たる観点は図象の様式的変遷におか

れて いた。

ここで は町 田 の分類 にしたが い，把の構造的特徴を簡単にまとめてお きたい。6世 紀

型I式 刀は鉄地貼金の環 と茎 とが一体 に作 られている。把端には，交竜紋様を打 ち出 した

責金具を装 して いる。区に接 して〓を用 いて把木を覆い，その部分 は鞘 口金具に呑み込ま

れて いる。把 間には針金を葛纒きに巻 き，形態的には ，棟方 と刃方が平行 して偏 りはみ ら

れ ない。把木は，茎を左右から挾む二枚合わせであろう。鞘には，垂下 用に釣手が設 けら

れ ている。

6世 紀型II式 刀 は，外見か らは，把端の責金具が環 にまでおよばな いことと，責金具 に

浮彫 りふ うの 紋様 が施 されない刀が出現することによ ってI式 刀 と分 け られる。構造的

には ，環が銅製の鋳造 品となり，茎か ら分離す る。この結 果茎 は短 か くなり，小さく直

に落 した両区 と，茎端 に穿った目釘孔 が1個 のみの刀 となる。把木は〓 と目釘で固定 した

二枚合わせである。環 は舌を把木の端か ら挿入 し，把木 と舌をつ らねて 目釘で固定 され ，

茎か ら完全に分離す る。

7世 紀型環 刀 の 把の 基本構造 は ，6世 紀型II式 と同 じである。 しか し形 態的 に は ，

図象の抽象化が著 しく，また必要以上 に長大化 し脆弱化する。さらに把 には喰み出 し鐔が

用 いられ，鞘には横位 に佩用す るための足金物 と，断面形がカマボコ形 を呈する責金具が
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用い られる。

飾 り環刀 と日本的な木 装 ・鹿角装刀 との把 の構造的な違 いは，前者が金属製 の〓を用い把

木が二枚 合わせで あるのに対 して，後者は把木の棟方 に茎を納め る溝を刳 り込んだ一本造

りであ ることであ る。形態的 にも，飾 り環 刀の把間は絞 りはな く， したが って茎に偏 りが

ないのに対 して，木装 ・鹿角装刀では，刃方 に絞 りがみ られ ，茎 も棟方に大き く偏 ってい

る。 この他，刀装具 ・装飾図象 ・刀身の 長さ ・平の幅な どに も著 しい相異 がみられる。

古墳時代前期か ら後期の刀には，このよ うに日本的な刀 と外来的な刀が併存 していたと

い えるで あろう。

5鉄 刀 の 意 義 と 年 代

I群 刀 の 意 義 と 年 代

県南地方の横穴 から出土 した刀を特徴づ ける構造は，金属製 の〓 と鐔 が着装され ること

であ る。鐔は，日本的 な刀において，重要な構成要素 とされ ている。すで に述べたように

古墳時代の前期 ・中期 では，木や鹿角 によ って鐔 と類似す る刀装具が用 いられていた。し

か し材質 的 に鐔 と しては不安が残 る。これが鉄製の鐔 に取 って代 ったことは，日本刀の

発達の中で重要なことと言えよう。鉄製〓 は，この鉄製鐔 を着装す るため に，従来から外

来的な刀において，把 を固定 していた〓を新たに取 り入れ て用いたと推定 され る。

I群 刀 の刀身は ，従来 の木装刀の形態を受け継いで いる。とくに茎は全体 に棟方へ偏っ

て刃 区が大 きく発達 して いるが，区は〓 を受ける形状をな さな い刀が多い 。刀身の大きさ

もIII群刀 などと較べて， ひとまわり大き く造 られている。また刀装具は〓 と鐔のみに鉄が

使用 され ，把頭や把間，鞘などには金属製 の刀装具は用い られていない。 したがって刀の

形状 は，鐔以外は外 見的 に木装刀 とあまり変化はなか った と推定 され る。

鉄製鐔 の初現について ，関東地方では漠然 と6世 紀の後半頃 という年代 （杉 山 ：1983）が

与え られ ，詳 しい研究 は進んでいない。近畿地方でも同様 であるが，ここでは須恵器編年

の最 も進んでいる近畿 地方を中心に鉄製板鐔の定型化について少 しふれてみる。

近畿地 方では，兵庫県宮 山古墳 （松本他 ：1973）から初期 須恵器とともに金 属製鐔の装さ

れ た環刀が出土 してい る。しかし鐔の形態 は， トーラス状を呈 して〓 も伴 わず系譜的にも
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後の時代 へは続いて いない。次に，大阪府陶器千塚13号 墳 や，土山古墳 （森 ：1956）か ら

は，森編 年II型式 （MT15式 併行）の須恵器 とともに鉄製 鐔を装 した大刀が 出土 している。ま

た岡 山県中宮古墳群15号 墳 （近藤 ：1954）か らは，〓状金具 を把に装 した大刀 も出土してい

る。 しかし一般に この時期の古墳から鉄製刀装具を装 した 日本的な刀の出土 は少な い。た

とえば奈良県石光山古墳群 （白石 ：1976）では，古墳群を構成す る約半数の50基 の発 掘調

査が行 われ ，刀は森編年II型 式を中心 とする時期に8振 出土 している。しか しいずれ も木

装 も しくは鹿角装であ った。奈良県新沢千塚古墳群 （末永 ：1981）において も，I群 刀はTK

10型 式 に併行す る122号 墳まで出現 して いない。

近畿地方において，定型化 したI群 刀 の出土例が増すのは ，6世 紀後半 のTK10型 式か

らTK43型 式にかけてであ る。参考資料 の烏土塚古墳 （伊達 ：1972）か ら出土 した大刀は，

この時期を代表する刀 であ ろう。把頭が失 われているがほぼその全容をうかが うことがで

きる。 この時期では，大阪府山畑古墳群 （水野 ：1975）でみ られるように，従来か らの木装

刀 とI群 刀が混在 した状況を呈している。

県南地方の横穴か ら出土 したI群 刀 は，木装刀とはあま り伴わず，む しろIII群刀と伴 う

ことが多い。 したが って年代的には，近畿地方より若干 新 しい もの と考えられよ う。

III群 刀 の 意 義 と 年 代

III群刀の区は，棟区，刃 区 と もに 小 さ く落 した両区 とな り，〓 は安定 する 。また茎の

偏 りもな くなり，把間 の絞 りはほとんどみ られなくなる。この結 果III群刀 で は古墳時代

前期 か ら続 いた日本的な把の構造が失 われ，基本的な構造 は7世 紀型環刀に統合 される。

これ とともに喰み出 し鐔 ，足金物 ，責金 ，鞘尻金具などを装 した刀が出現 し，装飾 ・佩用

の点 か らも新たな刀が 出現 する。

今 回対象 とした鉄 刀の なかで，III群刀 は18例 ともっとも多数を占めている。構造的にみ

ると，神成横穴群B区13号A刀 や七軒横穴群1号B刀 ・C刀 な どは，目釘の数 と位置から

木装 刀の要素を残す刀 である。これにた いして，目釘が茎尻近 くに1個 のみ設 けられた刀

は，定型化 したIII群刀 といえることがで きよ う。この定型化 に したが って 刀装 具 も変 化

するが，〓の断面形や鐔 の中心孔などが薄 くなることに示 されるように，把や鞘 もスマー

トになる。II群刀は この過程 と前型式 の伝統のなかで生み出 された刀 と考 え られ る。

郭 内横 穴群7号A刀 には，金銅製刀装具が用 いられて いるが把頭は失われている。板鐔
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や鞘尻金具の形状 か らみると，圭頭大刀か頭椎大刀 と推定 される。 この刀を構造的にみる

と，茎の形状 は刃 区は大 きく茎 も全体 に棟方に偏 り，また目釘 も小 さ く茎尻か らはなれて

平の中程 に打 たれ ている。したが って頭椎大刀であ った可能性が高 い。

白河観音山横穴群3号A刀 は，圭頭大刀のなかで も把頭が覆輪状の刀である。この時期

の飾 り大刀は，頭椎 大刀や7世 紀型環刀のように過飾的 にな り実用 に耐 えないものが多い。

この圭頭大 刀 は 華 美ではあ るが丈夫な造 りの刀であ る。笊内横穴群6号B刀 と同23号A

刀 はそれをさらに実用的に進めた刀 である。つ ま り茎 の平 が広 くな り 目釘も機能的 な位

置に定まる。鞘 にも鞘 口金具や足金物を用 いることにより，断面の厚 さは以前の刀と較べ

て薄 くなる。これ に したが って 把 や〓 も偏平な楕円形 となる。

全長が50cmに 満 たない刀 は，県 南地方ではIII群刀 の ほかにV群 とした蕨手刀のみであり，

それ以前のI群 刀で はあまり出土 していない。

III群刀と同様 な構造を有する刀 を近畿地方から求め ると，この ころを前後 して近畿地方

の群集墳の造営 が衰退する時期にあた り，良好な資料は きわめて少な い。わずかに，京都

府桃谷古墳（樋口 ：1961）や同湯舟板2号 墳（奥村 ：1982）などか ら，TK209型 式ないしTK

217型 式の須恵器 とともに圭頭大刀が出土 した例や ，大阪府高槻市塚脇 古墳群12号 墳 （西

谷 ：1965）から白河 市観音山横穴群3号D刀 と類似す る刀が 出土 した例 がある。 また 笊 内

横穴群23号B刀 と近似する刀は，7世 紀後半に比定 される和歌山県岩 内山古墳から出土 し

て いる。したが ってIII群刀の初現 は7世 紀前半か ら中葉 にか けてと推定 される。

IV群 刀 の 意 義 と 年 代

IV群刀の外形 は，笊 内横穴群6号B刀 と近似 して いるが，把と鞘の構造 は大きく異 な っ

て いる。把では，鐔が直接区と茎 に接 して装 され ，〓が用いられな くな る。この結果把木

を固定するために鐔 表に筒状の把縁金 具が用いられてい る。この変化 は鞘の構造的変化 に

求 め られよう。つま りIII群刀か ら続 く鞘を薄く作る傾 向が，鞘口金具 ・足金物 ・鞘尻金具

の定型化とともに ，鞘木自体を布 で包 みそれに漆を塗 ることによって高め られた。そのた

め極 めて薄い 鞘 が 出来上がり，もはや〓を納める空間が失われたため と考えられる。

IV群刀におけ る鞘 の構造は，正倉 院のいわゆる黒作刀 にみ られ ，ここでは布の代りに馬

皮が用いられてい る。また鞘尻金具 の形状にIV群 刀 と同様な刀がみ られ る。 しか し正倉院

刀では．把の基本構 造はIII群刀 を発展 させたものが主流を占めている。つまり区と鐔の間
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には偏平 な金属製〓が装 され把木の削り出 しは著 しく少なくなるが ，依然 として〓下 まで

把木が至 る刀が主流 となってい る。

IV群刀の年代は，32図 に示 した須恵器の年代 と正倉院刀との共通点から8世 紀代 と推定

される。V群 刀は，IV群 刀を さらに改良 して茎 をそのまま把 とす る刀であり，年代 的には

IV群刀 と併行 ないしやや遅れ ると推定される。

8世 紀代におけるIV群刀 ・V群 刀 と正倉院刀 との基本構造 の差は，中央の国家の刀 と地

方の有力者層 の刀という差異 を考慮 しなくて はならない。 しか し，V群 刀つま り蕨手刀の

分布が東国に偏在するという傾 向か ら当時にお ける刀の地域差 とも考えられ る。

この県南地方 も含めた東国 においても刀の製造が行われ，それが独自の構造を産み出す

までに社会 的発展があったことを推定されよ う。

6県 南 地 方 の 横 穴 に お け る 鉄 刀

これ まで に行 った分析 に基づ いて，各群の刀 が県南地方の横 穴のなかでどのよ うなあり

方で出土 したかをまとめ，あ わせて各横穴の造営期間につ いて述べ る。

白河市観音 山横穴群では ，4基 の横穴 が 発掘 され8振 の 刀 が出土 した。この うち5例

まで がI群 とそれ に準ず る刀であ った。県 南地方でI群 刀が 多数 を占める唯一 の横穴群

で ある 。残 りの3振 はすべてIII群に属す る刀である。この うち2振 はいわゆる飾 り刀で

あ った 。 刀 の他 には馬具類 ，鉄鏃 ，装身 具 など が出土 し，土器類ではTK217型 式 に

併行す る須恵器が3号 横穴の前庭部から出土 している。

郭内横穴群では，10基 の横穴が発掘され ，このうち3基 か ら6振 の刀が出土 している。

III群刀 が5振 を占め，残 る1振 はI群 刀であ った。刀が出土 した横 穴は，この横穴群のな

かでは比較 的古い時期に属 し，大きさもひと回 り大きな整 った横 穴であ った。 これ らの刀

とともに馬 具 ，装身具な ど も出土している。土器類では，破片 となって閉塞石に混 じって，

前庭部に供 献 された状態で ，TK209型 式 ～TK217型 式に併行す る土器が出土 している。

しか し新 しい 時期 に属 す る と推定 され る 退化 した構造の小 さな横穴か らは，遺物はほ

とんど出土 しなか った。

笊内横穴群では，群を構成するすべての横穴 が発掘 され，7基 の横穴から9振 の刀が 出土
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した。この うちIII群刀は6振 と多数を占め，II群刀 ，IV群刀，その他 ，各1振 である。刀が

出土した横穴は ，この横穴群が造営 を開始された直後か らその盛期 にかけて造 られた時期

のものであ る。刀の他には，玄 室 か らは馬具 ， 装 身具が出土 し， 前庭部か らは土器類が

出土 している。土器類は栗囲式の 新 しい時期に併行す るものか ら，国分寺下層式 に併行す

る時期にかけての ものが大半を 占めている。刀など玄室か ら出土 した遺物 と明確な供 伴 と

はいえないが ，全体的な遺物の様相か らほぼこの 時期に比定 され る。この中で26号 横 穴

の玄室か らは，破片ではあるが国分寺下層式 に併行 する須恵器とIV群 刀が出土 してお り，

この刀の年代 を示 すものと理解 したい。笊内横穴群 でも，郭内横穴 群 と同 じく，時期 が新

しくなるに従 って ，横穴か ら遺 物があまり出土 しな くなる傾向が み られた。

泉崎 ・七軒横穴群では，9基 の横穴か ら合わせて8振 の刀が出土 している。この うち7

振がIII群刀であ る。残 り1振 は写真 か らみるとI群 刀の可能性が高 い 。この他 には，刀子，

鉄鏃，装身具 などが出土 してい る。土器類では，TK43型 式に併行 す る須恵器 と，栗 囲式

～国分寺下層式 に併行する土師器が 出土 している。 しかしその出土状態は不明であ る。

神成横穴群 では，20基 近い横 穴が発掘 され，4振 の大刀が出土 している。 すべてIII群

に属する刀で ある。この他には，刀子，鉄鏃 ，装身具が若干出土 して いる。土器類 は，栗

囲式と併行す る時期の須恵器 と土師器が出土 して いる。

泉崎観音山北横穴群では，7基 の横穴が発掘 され，3号 横穴か らはV群 刀が出土 して い

る。 この他 には 刀子 と須恵器 片が出土 しているにす ぎない。須 恵器 片 は4号 横 穴 か ら

出土 し，国分寺下層式に併行す る時期である。またこの横穴の形態 は3号 横穴とほぼ 同 じ

で，3号 横穴か ら出土 した刀 は，国分寺下層式に併行する年代 を推定 される。観音山北横

穴群は，南 に隣接 する観音山横 穴群 の支群である。その中で も新 しい時期の横穴が集 中 し

て造 られた と推定 され，かなり退 化 した横穴で構成 されていた。

以上か ら，県南地方の横穴で は，刀 は馬具や装身具などとともに玄室内に副葬 された状

態で出土する。また各群の中で は，III群刀が最 も多 く出土 し，この刀が横穴盛行時に用い

られた刀である ことを示 してい る。概ね，栗囲式 と併行する7世 紀後半を中心 とする年代

である。 この なかでI群 刀の割合が高 い白河市観 音山横穴群 は，横穴の造営開始時期がや

や古い特徴 を示 している。また郭内横穴群 も出土 した須恵器か ら7世 紀前半以降に比定 さ

れ る。IV群刀を含 む笊内横穴群 は出土 した土器 か らやや新 しい特 徴を示 し，7世 紀末葉 か
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ら8世 紀中葉 に近い年代が推定 される。

つまり県南地 域の各横穴群か ら出土 した各群 の刀の割合は横穴群の造営開始時期 の差を

あ らわすと考 え られる。その なかで も，関和久遺 跡を中心と した白河市や泉崎村近辺 の横

穴群が他と比 べて相対的にやや古 い傾向がある。また造営の終末 は，いずれの横穴 も国分

寺下層式に併行 する時期を著 し くくだることはない。

7結 語

前節までの作 業から，茎の形態 と把の構造 には密接 な関係があ り，把の構造や形態 の変

化を反映 して茎の形態も変化す ることを明 らか に した。この結果 ，県南地方の横穴 出土鉄

刀 をI群 か らV群 に分類 し，7世 紀前半から8世 紀 中ごろにかけての年代を想定 した。

つ まり，県南地方で横穴が造 られた150年 の 間 に，刀の構造 は三 回の大きな変 化 を経

て ，新 しい構 造 へ発展 して ゆ く。 第一段階 は，I群 刀に始 まる鉄製板鐔と鉄製〓 の出

現 である。キ リス ト教暦の600年 前後の年代が想 定 され る。第二段階 は，両区を有 し偏り

のない茎に二枚 合わせの把木 が用いられるIII群刀 の出現である。7世 紀の中頃近 くであ る。

第三段階 は，8世 紀の前半頃 に出現するIV群 刀 ・V群 刀であ る。 これ らの刀 で は金 属

製〓が再び装 されなくなり，鐔 が区と茎に直接 装 され，また把木 も次第 に用いられな くな

る。このよ うな把 は，後の毛抜刀 などに採用 され た把の基本構造 の先がけとな って いる。

7世 紀代 は，律令国家の成立 という時代背景 の なかでさまざまな文物が大きく発展 した

時期である。 この研究 ノー トで対象 とした鉄刀の変遷 もそのなかで生 じたひとつであ る。
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その結果鉄刀は，基 本構造ばか りで な く形態や装飾，佩用などにわた って大 きく変化 し，

旧来の伝統をぬ ぐい去って唐風の律令官人が佩 くにふ さわ しい大刀 となった。

表2県 南地方の横穴から出土した鉄刀の一覧表
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Zusammenfassung 

I Einleitung 

Der Nordosten Japans wurde  fuher Mutsu-no-kuni genannt,das bedeutete  •gdas Ende 

des Wegs•h -vom Zentrum aus gesehen. 

In diesem Landesteil liegt die Provinz Fukushima an der  sudlichen Grenze,  und der 

Bezirk wiederum, wo die Shichiken-Kammergraber sind, liegt am Eingang von Mutsu-

no-kuni. 

Der Bezirk  umfaƒÀt den Oberlauf des  Abukumagawa  ; im Westen,  Suden  und Osten 

ist er von Gebirgen umschlossen,  offnet sich nur nach Norden.  Im Inneren  finden wir 

eine  Hugellandschaft mit  Hohenlagen von ca : 300m  uber dem Meer. 

Mehrere kleinere  Flusse haben swischen den  Hugeln kleine eingeschnittene  Taler  und 

Ebenen gebildet. 

Das Klima ist von der geographischen Lage  beeinfluƒÀt, wir  finden also  ein Inlands-

klima mit  groƒÀen Temperaturunterschieden  und geringen Niederschlagsmengen. 

Die Flora ist in ihrer Erscheinung durch  Laubgeholze gepragt. 

Historisch gesehen  gehorte Mutsu-no-kuni entsprechend seiner geographischen Lage 

zu den entlegenen Gegenden. Aber in den Wechselfallen der japanischen Geschichte 

wurde es immer wieder vom Zentrum unterworfen  und in den Strom der  allgemeinen 

Entwicklung mitgerissen. 

Das  konnte bedeuten, daƒÀ es an sich eine  Moglichkeit hatte,  ein politisch unabhangiges 

Land zu bilden. 

Der Zeitraum, in dem die Felsgraber gebaut wurden,  uber die wir im folgenden be-

richten. erstreckt sich vermutlich  uber 150 Jahre zwischen dem 6.  und 8. Jhd., Das 

enspricht der Zeit, als der japanische Staat des Altertums sich zu seinem letzten 

Krieg um die innere Einheit  rustete. 

 Fur das Vorkommen der Felsgraber dieser Zeit in Mutsu-no-kuni ist charakteristisch, 

daƒÀ es  im  nordlichen Gebiet,  auƒÀerhalb des heutigen Provinz Miyagi, keine solchen 

Anlagen gibt. Die Verbreitung der Felsgraber entspricht also den Amtsbereichen 

der vom Zentrum eingesetzten  Vogte. 

•gFelsengrab•h ist hier zu verstehen als eine Grabanlage, die waagerecht in den Felsen 

getrieben wurde. Der Typus entstand im 5. Jahrhundert in Kyushu  und hatte sich 

vermutlich Ende des 6. Jahrhunderts  bis nach Nordostjapan ausgebreitet. 

 Ein Felsengrab besteht aus der Grabkammer  fur die Leiche, einem  offenen Vorraum 

 und der Fassade. Es gibt auch einen Typ, der zwischen Grabkammer  und Fassade 

einen langen Gang  aufweist. Die Beigaben bestehen hauptsachlich aus  Waffen wie 

Eisenschwertern, Pfeilspitzen aus Eisen,  Pferdetrensen  und Schmuck wie Magatama, 

 Armbandern aus Kupfer, goldenen Ringen. Sie wurden mit den Leichen in die  Grab-

kammern gelegt. Werkzeuge  und  Keramik sind in den  Grabkammern nur ganz wenig 

gefunden worden. Dagegen gibt es haufige Keramikfunde bei der Fassade oder in 

dem  offenen Vorraum, in dem Zustand, wie sie damals  geopfert wurde. 

II  Verlauf der Untersuchung der Shichiken Felsgraber 

Diese Gruppe ist zufallig bei einer Rodung entdeckt worden. Daraufhin lieƒÀ die 
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Kultusbehorde　 von　 Yabuki－cho　 die　 Graber　 1981　 untersuchen．Die　 Untersuchung

wurde　 unter　 der　 Leitung　 von　 Yoshiaki　 Meguro　 durchgefuhrt；fur　 den　 Bericht　 ist

Masayoshi　 Fukushima　 verantwortlich．

III　 Struktur　 der　 Shichiken－Felsgraber　 und　 Funde．

Diese　 Graber　 wurden　 am　 Abhang　 eines　 Taleinschnitts　 angelegt，den　 der　 Izumigawa

gebildet　 hate．Etwa　 80m　 westlich　 von　 dieser　 Gruppe　 ist　das　 beruhmte　 Izumizaki－

Felsengrab．Das　 deutet　 an，daβ　 hier　 vielleicht　 einmal　 eine　 groβere　 Gruppe　 von

Grabern　 existierte．Bei　 unserer　 Untersuchung　 wurden　 zwei　 Graber　 festgestellt．

Grab　 I　wurde　 bei　 der　 Rodung　 gefunden，und　 seine　 Decke　 und　 der　 offene　 Vorraum

sind　 vollkommen　 zerstort．Es　 ist3，94m　 lang．Die　 Achse　 ist　um35°nach　 Nordosten

ausgerichtet　 und　 offnet　 sich　 nach　 Sudwesten．Der　 Grundriβ　 der　 Grabkammer　 war

vermutlich　 viereckig　 mit　 abgerundeten　 Ecken．Bei　 der　 Rodung　 wurden　 ein　 vergoldetes

Schwert，drei　 Eisenschwerter　 und　 eine　 Sueki－Keramik　 gefunden．Grab　 II　 befindet

sich　 westlich　 von　 Grab　 I．Der　 Eingang　 und　 ein　 Teil　 der　 Grabkammer　 sind　 verloren，

aber　 die　 Grabkammer　 war　 vorher　 nie　 geoffnet　 worden．Das　 Grab　 ist　 2，63m　 lang，

die　 Achse　 ist　um10°nach　 Nordosten　 ausgerichtet　 und　 offnet　 sich　 nach　 Suden．

Im　 nordwestlichen　 Teil　 der　 Grabkammer　 sind　 14　 Pfeilspitzen　 aus　 Eisen，ein　 Messer

und　 eine　 Pinzette　 gefunden　 worden．Als　 Bauzeit　 sind　 fur　 Grab　 I　 die　 Mitte　 des　 7．

Jhd．und　 fur　 Grab　 II　die　 erste　 Halfte　 des8．Jhd．zu　 vermuten．

Beigaben

I　Die　 Izumizaki　 Felsgraber　 und　 ihre　 Funde

Am　 Anfang　 unserer　 Kenntnisse　 uber　 diese　 Gruppe　 steht　 die　 Entdeckung　 von　 zwei

Grabern　 im　 Jahre1917．1935wurden　 funf　 weitere　 Graber　 beim　 Straβenbau　 entdeckt

und　 von　 Giro　 Iwagoe　 u．a．untersucht．Dabei　 ergeben　 sich　 die　 folgenden　 Strukturen：

Drei　 haben　 Grabkammern　 mit　 viereckigem　 Grundriβund　 deutliche　 Fassaden．Weitere

drei　 haben　 eine　 schmale　 Grabkammer　 und　 nicht　 deutlich　 ausgebildete　 Fassaden．

Bei　 einem　 Grab　 ist　 die　 Struktur　 unklar．

Die　 Funde　 summieren　 sich　 zu　 drei　 Eisenschwertern，drei　 eisernen　 Ohrringen，zwei

Messern，einer　 Sueki－Keramik　 und　 zwei　 Hajiki－Keramiken．

In　 der　 Grabkammer　 von　 Grab　 IV　 finden　 sich　 Malereien　 in　 roter　 Farbe．An　 der

Ruckwand　 ist　 folgende　 Szene　 dargestellt：In　 der　 Mitte　 haben　 sich　 vier　 Personen　 an

den　 Handen　 gefaβt；ihre　 Beine　 sind　 weit　 gespreizt；sie　 tanzen．Links　 von　 dieser

Gruppe　 sind　 zwei　 mit　 Rocken　 bekleidete　 Personen，die　 Opfergaben　 emporheben，bis

zur　 Hohe　 ihrer　 Gesichter．Sie　 wenden　 sich　 zur　 Mitte．Rechts　 von　 der　 Vierergruppe

zielt　 eine　 Reiterfigur　 auf　 ein　 fliehendes　 Tier．

Malereien　 auf　 der　 nordlichen　 Wand　 zeigen　 eine　 groβe　 Spirale，eine　 Reiterfigur　 mit

erhobenen　 Handen，einen　 Reitknecht，ein　 gesatteltes　 Pferd　 und　 zwei　 weitere　 Pferde．

Sie　 sind　 dem　 Eingang　 zugewandt．

An　 der　 sudlichen　 Wand　 gegen　 die　 Ruckwand　 hin　 finden　 sich　 Punkte　 und　 ein　 Pferd．

An　 der　 Decke　 sind　 Spiralen　 verschiedener　 Groβe．

Hauptsachlich　 in　 der　 Provinz　 Fukushima　 gibt　 es　 noch　 andere　 Beispiele　 von　 bemalten
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Felsgrabern. Es gibt viele Beispiele mit Darstellungen von Spiralen, Pferden, 

Hirschen  und Personen. Es wird vermutet, daƒÀ diese Darstellungen Elemente einer 

damaligen Mythologie in jeweils verschiedenen Kombinationen zeigen. 

II Eisenschwerter aus den Felsgrabern im  sudlichen Fukushima 

 Ein Schwert besteht aus Klinge, Griff  und Scheide. Die wissenschaftliche Beschaftig-

ung mit Schwertern muƒÀte also davon ausgehen, diese Grundstruktur zu  klaren. Aber 

die bisherigen Arbeiten  uber antike Schwerter haben das Hauptgewicht auf die 

Schmuckformen gelegt : Untersuchungen vom Standpunkt der Konstruktion aus  fehlen 

bisher. In dem vorliegenden Bericht werden die Schwerter  vorgestellt, die im 

 sudlichen Fukushima ausgegraben worden sind. Die Analyse legt das Schwergewicht 

auf die konstruktive Seite, besonders auf die Struktur der Schwertgriffe. Die Griffe 

der vorliegenden Eisenschwerter werden nach  funf verschiedenen Gruppen klassifiziert 

 und mit Material aus  Grabern in Westjapan  und dem Material aus dem 8. Jhd. im 

Shosoin in Nara verglichen. 

Als Ergebnis wird vermutet, daƒÀ sie hauptsachlich im 7. Jhd. produziert worden sind. 

Daraus folgt, daƒÀ der  Hohepunkt der Felsgraberkultur im  sudlichen Fukushima ins 

7. Jhd.  fallt, also 100 Jahre  spater stattfindet als im westlichen Japan.
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